


ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
披

-

I
C
A
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
諸
報
告
-

訳

･
解
説

安

藤

正

人

日

次

解

説

参
考
文
献
に
つ
い
て

｢第

一
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣
報
告

一
㌧
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
基
本
的
な
専
門
職
務

(ピ
ー
タ
ー
･
ジ
グ
モ
ン
ド
)

二
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
養
成
に
お
け
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
構
成

(ブ
ル
ー
ノ
･
デ
ル
マ
)

三
㌧
文
書
館
学
教
育
の
た
め
の
組
織

(カ
ロ
ル
･
ク
チ
ュ
ア
)

｢第
二
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣
報
告

一
､
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
文
書
館
且
の
養
成
と
'
そ
の
カ
-
キ
ュ
ラ
ム
内
容
に
つ
い
て

(
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト

･
G
･
フ
ラ
ン
ツ
)

二
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
-

関
連
分
野
の
人
材
や
知
識
の
活
用
の
問
題
を
中
心
に
-

(
ア
ン
･
サ
ー
ス
ト
ン
)

三
㌧
文
書
館
の
発
展
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善

(
ア
ン
ジ

ェ
-
カ

･
メ
ン
ネ
ハ
-
ツ
ツ
)

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
披

(安
藤
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
言
ち

【
解

説
】

7
九
八
八
年
八
月
に
パ
リ
で
開
か
れ
た

｢第

1
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣
と
'

1
九
八
九
年
九

月
に
､､､
ラ
ノ
で
開
か
れ
た

｢第
二
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣
に
参
加
し
た
の
で
'
そ
の
主
報
告
六

本
を
翻
訳
し
て
紹
介
す
る
｡
そ
の
前
に
若
干
の
解
説
を
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
｡

1

公
文
書
館
法
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
'
わ
が
国
で
も
記
録
史
料
取
扱
い
の
専
門
職
で
あ
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
問
題
が
､

い
よ
い
よ
本
格
的
に
論
議
さ
れ
始
め
た
｡

文
書
館
'
公
文
書
館
な
ど
全
国
の
史
料
保
存
機
関
と
そ
の
職
員
で
構
成
す
る
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会

(全
史
料
協
)

公
文
書
館
法
問
題
小
委
員
会
は
'

一
九
八
八
年
三
月
に

｢文
書
館
専
門
職

(
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
)
の
養
成
に
関
す
る
提
言
案
｣
を
公
表
し
た

(同
案
は

一
九
八
九
年

一
月
に

『
記
録
通
産
を
守
る
た
め
に
』
第
三
部

｢文
書
館
専
門
職
の
養
成
に
関
す
る
提
言
｣
と
し
て
全
史
料
協
か

ら
あ
ら
た
め
て
刊
行
さ
れ
た
)
｡
同
じ

一
九
八
八
年
の
五
月
に
は
'
学
術
会
議
第
五
常
置
委
員
会
報
告

｢公
文
書
館
専
門
職
員
養
成
体
制

の
整
備
に
つ
い
て
｣
が
発
表
さ
れ
た
｡
こ
れ
ら
の
提
言
に
対
す
る
反
響
は
全
史
料
協

『会
報
』
や

『地
方
史
研
究
』
誌
上
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
｡
全
史
料
協
は
引
き
続
き
重
点
課
題
と
し
て
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
'
近
く
あ
ら
た
に

｢文
書
館
専
門
職

(
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
)
の

養
成
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(仮
題
)
｣
を
ま
と
め
る
考
え
で
あ
る
｡

ま
た
'
国
立
公
文
書
館
は

一
九
八
九
年
十

一
月
､

｢公
文
書
館
に
お
け
る
専
門
職
員
の
養
成
お
よ
び
資
格
制
度
に
関
す
る
研
究
会
｣
を



発
足
さ
せ
た
.
こ
の
研
究
会
に
は
'
各
界
か
ら
筆
者
を
含
む
十
人
が

｢学
識
経
験
者
｣
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
.

将
来
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
礎
石
と
な
る
べ
-
'
国
立
機
関
に
よ
る
研
修
会
の
試
み
も
活
発
化
し
て
い
る
｡
国
文
学
研
究
資
料

館
史
料
館

(国
立
史
料
館
)
は
従
来
の

｢近
世
史
料
取
扱
い
講
習
会
｣
を
拡
充
し
て
長
期

(八
週
間
)
お
よ
び
短
期

(二
週
間
)
の

｢史

料
管
理
学
研
修
会
｣
を
実
施
し
て
お
り
､
国
立
公
文
書
館
も

1
九
八
八
年
度
か
ら
五
日
間
の

｢公
文
書
館
等
職
且
研
修
会
｣
を
開
始
し
た
O

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
今
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
に
つ
い
て
諸
外
国
の
経
験
に
学
ん
だ
り
'
お
互
い
に
論
議
を
し
た
り
す
る
こ
と

は
ま
す
ま
す
大
切
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
｡

2

1
般
に
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
い
う
専
門
職
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
欧
米
を
は
じ
め
'
諸
外
国
で
も
'
最
近
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
問
題
に
つ
い
て
は
議
論
が
か
ま
び
す
し
い
｡
情
報
や
記
録
の
世
界
に
大
変
動
が
起
こ
り
'
文
召
館
や
ア
ー
キ
ビ
ス

ト
の
役
割
が
急
激
に
変
化
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
｡

こ
の
問
題
に
つ
い
て
国
際
的
な
議
論
の
場
を
用
意
し
て
き
た
の
は
､
ユ

ネ
ス

コ
と
国
際
文
書
館
評
議
会

(
I

C
A
)
で
あ
る
｡

一
九
七

〇
年
代
以
降
の
主
な
会
議
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
｡

一
九
七
四
年

一
九
七
九
年

一
九
八
四
年

一
九
八
七
年

一
九
八
八
年

ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
､
図
書
館
､
文
書
館
の
た
め
の
全
国
的
基
盤
の
構
築
に
関
す
る
国
際
会
議

(
ユ
ネ
ス
コ
)

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
調
和
に
関
す
る
専
門
家
会
議

(
ユ
ネ
ス
コ
)

情
報
学
'
図
書
館
学
及
び
文
書
館
学
の
研
修
課
程
の
調
和
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
ユ
ネ
ス
コ
)

情
報
学
'
図
書
館
学
及
び
文
書
館
学
の
研
修
課
程
の
調
和
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(I
F
L
A
t
ユ
ネ
ス
コ
)

第

1
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(I
C
A
)

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

一
九
八
九
年

第
二
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(I
C
A
)

見
る
よ
う
に
'
こ
れ
ま
で
は
情
報
学
や
図
書
館
学
な
ど
隣
接
分
野
に
主
導
さ
れ
て
い
た
感
が
強
か
っ
た
が
'
最
近
よ
う
や
く
文
書
館
界

独
自
の
地
道
な
検
討
を
深
め
て
い
こ
う
と
す
る
空
気
が
高
ま
っ
て
き
た
｡
そ
の
結
果
'

一
九
八
八
年
八
月
に
パ
-
で
開
か
れ
た
第
十

一
回

国
際
文
書
館
会
議

(I
C
A
主
催
)
を
機
に
t
I
C
A
の
専
門
職
教
育
養
成
委
員
会

(C
P
T
)
が
主
催
し
て
毎
年

一
回

｢
ア
ー
キ
ビ
ス

ト
の
教
育
養
成
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

1
九
八
七
年
の
同
委
員
会
の
決
定
に
よ
れ
ば
'
こ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

｢
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
教
育
養
成
に
携
わ
っ
て
い
る
教
官
や
学

校
の
連
係
強
化
｣
､

｢
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
専
門
職
と
し
て
の
任
務
の
明
確
化
と
､
教
育
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
編
成
や
教
育
方
法
の
高

度
化
'
標
準
化
｣
な
ど
の
目
的
を
持
っ
て
い
る
.
世
界
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
関
係
者
を
糾
合
し
た
恒
常
的
な
研
究
組
織
化
を
め
ざ
し
て

い
る
よ
う
に
み
え
る
｡

3

こ
れ
ま
で
に
行
な
わ
れ
た
二
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
概
要
は
次
の
と
お
り
｡

〔第

一
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

･
開
催
期
日

一
九
八
八
年
八
月
二
十
日
'
二
十

一
日

･
開
催
場
所

フ
ラ
ン
ス
国
立
文
書
館

(パ
リ
)

･
参

加

者

二
九
カ
国
の
四
九
機
関

(養
成
学
校
､
文
書
館
等
)
か
ら
合
計
六
四
人

･
テ

ー

マ

〟
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
構
成
と
内
容
″

･
報

告

川
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
基
本
的
な
専
門
職
務
(
ビ

ー
タ
-
･
ジ
グ
モ
ン
ド
へ
オ
ラ
ン
ダ
)



脚ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
に
お
け
る
カ
-
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

(ブ
ル
ー
ノ
･
デ
ル
マ
'
フ
ラ
ン
ス
)

㈱
文
書
館
学
教
育
の
た
め
の
組
織

(カ
ロ
ル
･
ク
チ
ュ
ア
'
カ
ナ
ダ
)

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
､

I
C
A
の
国
際
大
会
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
参
加
者
が
多
-
'
日
本
か
ら
も
筆
者
を
含
め

五
人
が
出
た
.
第

1
回
な
の
で

〟ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
構
成
と
内
容
″

と
い
う
包
括
的
な
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
'
三
本
の
報
告
を
め

ぐ
っ
て
討
論
が
行
な
わ
れ
た
｡

三
本
の
報
告
は
t
m
ま
ず
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
仕
事
の
内
容
と
そ
の
専
門
性
を
明
ら
か
に
L
t

つ
い
で
､
脚
そ
の
専
門
的
知
識
と
技
能
を

教
育
研
修
す
る
た
め
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
検
討
し
､
最
後
に
'

榔そ
の
教
育
研
修
を
実
現
す
る
た
め
の
組
織
の
あ
り
方
を
考
え
る
t

と
い
う
か
た
ち
で
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
課
題
を
分
担
し
て
お
り
'
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
図
が
よ
-
理
解
で
き
た
｡
た
だ
報
告
の
内
容
そ

の
も
の
に
つ
い
て
は
'
総
論
は
と
も
か
く
細
か
い
と
こ
ろ
に
な
る
と
議
論
百
出
で

(と
-
に
デ
ル
マ
氏
の
第
二
報
告
)
､
各
国
の
事
情
の

違
い
を
う
か
が
わ
せ
た
｡

【第
二
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〕

･
開
催
期
日

･
開
催
場
所

･
参

加

者

･
テ

ー

マ

･
主

報

告

一
九
八
九
年
九
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で

イ
タ
-
ア
国
立
-
ラ
ノ
文
書
館

(
-
ラ
ノ
)

一
五
カ
国
か
ら
合
計
四

一
人

〝
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
〃

mさ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
文
書
館
員
の
養
成

と
そ
の
カ
-
キ
ュ
ラ
ム
内
容
に
つ
い
て

(
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
･
G
･
フ

ラ
ン
ツ
､
西
ド
イ
ツ
)

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
1
号

〓八

倒ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
-

関
連
分
野
の
人
材
や
知
識
の
活
用
の
問
題
を
中
心
に
I

(
ア
ン
･
サ
ー
ス
ト
ン
'
イ
ギ
リ
ス
)

榔
文
書
館
の
発
展
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善

(
ア
ン
ジ

ェ
リ
カ

･
メ
ン
ネ
ハ
リ
ッ
ツ
､
西
ド
イ

ツ
)

第
二
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
'

右
に
あ
げ
た
三
本
の
主
報
告
の
は
か
'
イ
タ
リ
ア
､
フ
ラ
ン
ス
､
コ
ス
タ
リ
カ
'
ボ
ゴ
タ
な
ど
の
人
か
ら

も
副
報
告
が
発
表
さ
れ
た
｡
筆
者
も
史
料
館
主
催

｢史
料
管
理
学
研
修
会
｣
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
中
心
に
日
本
の
現
状
に
つ
い
て
ペ
ー
パ
ー

を
用
意
し
'
若
干
の
話
を
し
た
｡

三
本
の
主
報
告
は
､
基
本
的
な
問
題
意
識
は
同
じ
だ
が
､
若
干
違

っ
た
視
角
か
ら
カ
-
キ

ュ
ラ
ム
の
問
題
を
論
じ
て
い
た
｡
主
な
論
点

は
二
つ
だ
っ
た
と
思
う
｡

第

1
は
文
書
館
員
の
職
種
の
分
化
と
'
職
種
ご
と
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
の
問
題
で
あ
る

(主
と
し
て
フ
ラ
ン
ツ
報
告
)
｡
専
門
性
の

サプ

高
低
に
よ
る
職
種
分
化

(プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と

準

プ

ロ
フ
ェ
シ
ッ
ヨ
ナ
ル
)
は
た
い
て
い
の
国
で
常
識
化
し
て
い
る
よ
う
だ
が
､
比

較
的
新
し
い
傾
向
と
し
て
'
専
門
職
内
部
で
の
時
代
別
､
記
録
媒
体
別
の
分
業
と
い
う
こ
と
が
あ
る
｡
現
代
文
書
専
門
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

と
か
'
フ
ィ
ル
ム
･
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
､
テ
レ
ビ

･
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
な
ど
､
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
知
識
を
持

っ
た
伝
統
的
な
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

の
イ
メ
ー
ジ
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
新
し
い
タ
イ
プ
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
登
場
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
変
化
に
ど
う
対
応
し
て
い
-
の
か
が

議
論
の
的
に
な
っ
た
わ
け
だ
が
'
討
論
の
際
､
世
界

一
古
い
伝
統
を
持
ち
今
で
も
い
ち
ば
ん
保
守
的
な
学
校
と
目
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス

工
r]-
ル
･デ
●シ
◆
ル
チ

国
立
古
文
書
学
校
の
デ
ル
マ
教
授
が
'
同
校
で
も
現
代
文
書
専
攻
コ
ー
ス
の
新
設
な
ど
大
胆
な
改
革
を
や
っ
て
い
る
最
中
だ
と
い
う
話
を

披
諾
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
た
の
が
と
く
に
印
象
に
残

っ
た
｡

第
二
の
論
点
は
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
教
育
養
成
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
全
体
を
'
時
代
の
養
成
に
応
じ
て
ど
う
改
善
し
て
い
-
の
か
と
い
う
問



題
で
あ
る

(主
と
し
て
サ
ー
ス
ト
ン
報
告
お
よ
び
メ
ン
ネ
ハ
リ
ッ
ツ
報
告
)
｡
具
体
的
に
出
て
い
た
の
は
'
現
代
記
録
の
比
重
が
爆
発
的

レ
n-
r
･マ+ジ
メ
ント

に
大
き
-
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
応
し
た

記

録

管

理

論
の

重
視
'
史
料
管
理

･
文
書
館
運
営
の
O
A
化
に
と
も
な
う
コ
ン
ビ
rI
I
夕
利
用

論
の
導
入
'
そ
れ
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
学
の
導
入
な
ど
で
あ
る
｡
提
案
自
体
は
ど
れ
も
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ
る
が
'
こ

の
問
題
で
も
イ
ギ
リ
ス
や
西
ド
イ
ツ
な
ど
の
伝
統
校
が
具
体
的
な
改
善
に
動
き
だ
し
て
い
る
状
況
が
報
告
さ
れ
'
注
目
を
あ
び
た
｡

と
こ
ろ
で
'
第
二
報
告
者
ア
ン
･
サ
ー
ス
ト
ン
さ
ん
は

1
九
八
九
年

1
月
に
来
日
L
t
わ
が
国
の
文
書
館
事
情
を
詳
し
-
視
察
し
た
ば

か
り
で
あ
る
｡
そ
の
せ
い
か
､
私
に
は
彼
女
の
報
告
全
体
が
日
本
に
対
す
る
提
言
の
よ
う
に
読
め
た
｡

な
お
第
三
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

1
九
九

〇
年
九
月
､
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
る
.
テ
ー
マ
は
〟

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
教

育
手
段
と
方
法
″

の
予
定
で
あ
る
｡

【参
考
文
献
に
つ
い
て
】

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
問
題
に
つ
い
て
の
参
考
文
献
を
い
-
つ
か
あ
げ
て
お
き
た
い
｡

ま
ず
日
本
語
文
献
で
は
'

･
安
薄

秀

一
r史
料
館

･
文
事
虎
学
へ
の
通
し

(吉
川
弘
文
館
､

一
九
八
五
年
)
が
t

I
C
A
と
ユ
ネ
ス
コ
の
援
助
で
で
き
た
ア
フ
リ

カ
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
地
域
養
成
セ
ン
タ
I
や
'
後
述
の
マ
イ
ケ
ル
･
ク
ッ
ク
の

Fガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
を
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
'
保
存
修
復

管
理
職

(
コ
ン
サ
ベ
ー
タ
I
)
の
養
成
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
｡

･
大
藤

修

･
安
藤
正
人

r史
料
保
存
と
文
香
館
学
J

(吉
川
弘
文
館
､

一
九
八
六
年
)
に
は
'
第
十
回
国
際
文
容
館
会
議
の
参
加
報
告

と
い
う
か
た
ち
で
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
を
め
ぐ
る
議
論
の
紹
介
と
提
言
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
｡

･
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会

r
記
録
管
理
と
文
事
館
-

第

一
回
文
字
館
振
興
国
際
会
議
報
告
集
L

(同
会
､

一
九
八

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)

二

九



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

三
〇

七
年
)
に
は
'

一
九
八
六
年
八
月
に
I
C
A
の
派
遣
使
節
と
し
て
日
本
を
訪
れ
た
マ
イ
ケ
ル
･
ロ
ー
バ
ー
氏

(現
英
国
国
立
公
文
書
館
長
)

の
報
告
書

｢
日
本
に
お
け
る
文
書
館
の
発
展
の
た
め
に
｣
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
れ
に
は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
に
つ
い
て
の
基
本
的

か
つ
重
要
な
提
言
が
含
ま
れ
て
い
る
｡

･
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会

r記
録
遺
産
を
守
る
た
め
に
-

公
文
書
館
法
の
意
義
と
今
後
の
課
題
I

JI

(同
会
､

一
九
八
九
年
)
は
'
同
会
の
公
文
書
館
法
問
題
小
委
員
会
が
ま
と
め
た
報
告
書
だ
が
､
そ
の
第
三
部
は

｢文
書
館
専
門
職

(
ア
ー
キ
ビ
ス

ト
)
の
養
成
に
つ
い
て
の
提
言
｣
で
あ
る
.
現
時
点
で
は
'
わ
が
国
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
に
つ
い
て
の
も
っ
と
も
具
休

的
か
つ
包
括
的
な
提
言
と
い
え
る
｡
こ
れ
に
対
す
る
批
判
や
意
見
は
､
同
会
の

『会
報
』
な
ど
に
出
て
い
る
｡

･
r記
録
史
料
の
保
存
利
用
に
関
す
る
日
英
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録
Jl

(同
セ
ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会
､

一
九
八
九
年
)
に
は
'
ロ
ン
ド
ン
大
学

図
書
館
文
書
館
情
報
学
科
教
官
ア
ン
･
サ
ー
ス
ト
ン
博
士
の

｢文
書
館
学
教
育
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
過
程
の
発
展

-

日
本
の
問
題

に
も
ふ
れ
つ
つ
-

｣
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡

次
に
外
国
文
献
で
新
し
い
も
の
か
ら
あ
げ
る
と
､

･
ln
tern
at
io
n
a
l
C
o
un
cil
on
A

rchive
s.Profe
ssJ'Ona
J
Tra
in
J.ng

o
f
A
rch
i
vis
ts,
AR
C
H
W
U
M
,
X
X
X
N
.
K
.G
ISaur.

M
u

n
che
n
･
N
ew
Y
o
rk
･
Lo
n
d
on
･
P
a
r

is.1
988
.

国
際
文
書
館
評
議
会

(I
C
A
)
の
機
関
誌

『
ア
-
キ
バ
ム
J
の
三
四
号

(
一
九
八
八
年
)
で
'
〟

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
専
門
教
育
″

と

題
し
て
t
Y
･
N
･
ア
フ

ァ
ナ
シ
ェ
フ

(
ソ
連
モ
ス
ク
ワ
国
立
歴
史
古
文
書
大
学
)
の

｢
ソ
連
邦
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
専
門

教

育
｣
'
マ
イ
ケ
ル
･
ク
ッ
ク

(英
国
リ
バ
プ
ー
ル
大
学
)
の

｢情
報
科
学
技
術
-

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
課
題
｣
な
ど
各
国
の
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
養
成
専
門
家
十
二
人
の
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
｡

･Th
e
S
o
ciety
of
A

m
erica
n
A
rch
iv
ists.
T
h
e
A
m
erJJca
n
A
rch
ivJ's
t,
V
o
一.5
1.
芦
3
.
S
u
m
m
er
]988
.



ア
メ
リ
カ
･
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
の
機
関
誌

｢
ア
メ
リ
カ
ン
･
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
』
五

一
巻
三
号

(
一
九
八
八
年
夏
)
は
､
ア
ー
キ
ビ
ス

ト
教
育
の
特
集
を
組
み
'
テ
リ
ー
･
イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド

(カ
ナ
ダ

･
プ
-
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
)
の

｢大
学
に
お
け
る
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
教
育
を
育
て
る
た
め
に
｣
な
ど
十
二
本
の
論
文
を
載
せ
て
い
る
｡
ス
ペ
イ
ン
'
イ
タ
リ
ア
､
フ
ラ
ン
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々

か
ら
の
報
告
も
含
ま
れ
て
い
る
｡

･
C
O
O
K
.
M
ic
hael.
G
u
f.d
eJJ-nes
on
currJ.cu
Ju
m

develop
m
en
t
in
in
form
a
tion
technolo
g
y
fo
r
I(.b
rarJ.a
n
S,
docum
･

en
ta
Jis
ts
a
n
d
arch
J'vJ+sts.
(P
G
l･8
6＼W
S＼
26).
U
nesco
､
P
aris.
1986.

･CO
OK
.
M
ic
hae
l.
G
u
id
e
lines
fo
r
cu
rricu
fum
d
e
ve
lop
m
en
t
J'n
reco
rd
s
m
an
ag
em
en
t
a
n
d
the
a
d
m
in
is
tra
tF'on

o
f
m
o
d
ern
a
rchives
[a
F7A
M
P

s
tu
d
y
.
(P
G
l･8
2＼W

S＼
]6)
.
U
n
esco
.

Paris.
198
2.

マ
イ
ケ
ル
･
ク
ッ
ク
の

『図
書
館
員
'
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
お
よ
び
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
に
お
け
る
情
報
科
学
技
術
関
連
科
目
の
開

発
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』

(
一
九
八
六
年
)
と

『
記
録
管
理
学
お
よ
び
現
代
史
料
管
理
学
の
カ
-
キ
ュ
ラ
ム
開
発
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
』

(
1
九
八
二
年
)
は
'
と
も
に
ユ
ネ
ス
コ
の
P
G
I
(総
合
情
報
計
画
部
)
に
よ
る
研
究
シ
リ
ー
ズ
の
l
冊
と
し
て
出
さ
れ

た
も
の
で
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
基
本
文
献
で
あ
る
｡
と
く
に
後
者
は
き
わ
め
て
包
括
的
で
参
考
に
な
る
が
'

概
要
は
前
述
の
日
本
語
文
献
を
み
れ
ば
わ
か
る
｡

･

D
E
L
M
A
S.
B
run
o
.
T
h
e
tra
ln
fn
g
O
f
a
rch
ivis
ts
J
a
n
a
Jy
Sis
o
f
th
e
s
tu
d
y
p
ro
g
ra
m
m
e
of

d
ifferent

coun
tries

a
nd
thoug
h
ts
o
n
th
e
p
o
ssJ'b
iJJ'tJ'es
of
h
a
rm
o
n
J'za
tJ'on
.
M
eet
in
g
s
of
ex
p
erts
on
the
harm
on
iz
atio
n
of
a
rch
iva
l

tra
in
in
g
p
rog
ram
m
es.
U
nesco
.
P
a
ris.
2
6
･
30

N
o
vem
b
e
r
]9
7
9
.
(P
G
V
E.T
./
H
A
R
M

/
6).

ブ
ル
ー
ノ
･
デ
ル
マ
の

『
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
養
成
-

各
国
の
養
成
課
程
の
分
析

'
お
よ
び
そ
の
調
和
に
つ
い
て
の
考
察
』
は

一
九
七

九
年
の
専
門
家
会
議
に
お
け
る
報
告
で
､
若
干
古
い
と
は
い
え
世
界
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
事
情
が
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
披

(安
藤
)

二
二



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
言
了

三
一

･
C
O
O
K
,M
ic
hae
l,
T
h
e

e
d
u
c
a

tio
n
a

n
d

tr

aJnfng
of
archJ'vJ's
t
s

Jsta
tuS
rePOrt
Of
archJ'vaJ
tr
aJ'nJ'g
PrOgram
m
eS

a
n
d
a
SSeSSm

ent
Of
m

anpower
n
eed
s
I

Meeting
o

fex
p
erts
o
n
the
harm
on
iz
atio
n
o
f
a
rch
iv
a
F
tra[n
ln
g
P
r
Ogram
m
eS.

U
n
esco
.
P
a
ris.
2
6
･

30

N
ovem
b
e
r.
19
7
9
.
(P
G
J
＼
E.T
.＼

H
A
R
M
＼
5
)
.

『
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
-

養
成
課
程
の
現
状
分
析
お
よ
び
人
材
需
要
の
測
定
』
と
題
す
る
こ
の
論
文
も

一
九
七
九
年
の
専

門
家
会
議
に
お
け
る
報
告
で
､
専
門
職
を
養
成
す
る
際
it大
切
な
要
素
と
な
っ
て
-
る
人
材
需
要
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
.
そ
の
手
法
は

わ
が
国
に
と
っ
て
も
参
考
に
な
る
点
が
あ
る
｡

【第

一
回
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
パ
リ
'

一
九
八
八
年
八
月
〕

｢
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
基
本
的
な
専
門
職
務ピ

ー
タ
ー
･
ジ
グ
モ
ン
ド

(
オ
ラ
ン
ダ
国
立
文
書
館
､
文
書
館
学
校
校
長
)

は
じ
め
に

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
問
題
'
た
と
え
ば
レ
ベ
ル
と
か
､
カ
-
キ
ュ
ラ
ム
と
か
の
問
題
は
'

一
九
七
五
年
に
こ
の
I
C
A
専
門
職
養
成

教
育
委
員
会
が
生
ま
れ
る
は
る
か
以
前
か
ら
､
つ
ま
り
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
機
関
と
い
う
も
の
が
で
き
て
以
来
'
ず
っ
と
議
論
さ
れ
て
き



た
と
い
っ
て
よ
い
｡

エ
コ
ー

ル
･
ヂ

･
シ

◆

ル
ナ

世
界
で
最
初
の
養
成
セ
ン
タ
I
は
十
九
世
紀
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
誕
生
し
た
｡
パ
-
の

国

立

古

文

書

学

院

(
一
八
二

1
年
創
立
)
で
あ
る
｡

そ
の
後
､
ほ
か
に
も
コ
ー
ス
や
学
校
が
で
き
て
､
十
九
世
紀
的
伝
統
が
形
づ
く
ら
れ
た
｡
こ
の
伝
統
に
は
ふ
た
つ
の
流
れ
が
あ
る
｡
歴
史

学
研
究
の
伝
統
か
ら
生
ま
れ
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
機
関
の
流
れ
と
､
行
政
あ
る
い
は
法
律
的
な
伝
統
か
ら
生
ま
れ
た
機
関
の
流
れ
と
で

あ
る
｡
こ
れ
ら
の
機
関
は
設
立
当
初
の
特
徴
を
受
け
継
い
で
い
る
が
'
現
代
社
会
の
中
で
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
､
ど
こ
も
カ
-
キ
ュ

ラ
ム
を
再
考
'
再
編
す
る
必
要
性
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
｡

他
方
'
過
去
二
十
年
の
あ
い
だ
､
多
く
の
国
で
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
を
新
設
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た

(発
展
途
上
国
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
/
)
o
こ
こ
で
も
や
は
り
直
面
し
て
い
る
の
は
'
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
'
履
修
期
間
'
レ
ベ
ル
の
異
な
る
コ
ー
ス
設
置
の

問
題
な
ど
で
あ
る
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
機
関
の
新
設
が
決
定
さ
れ
'
模
倣
あ
る
い
は
参
考
の
た
め
既
設
の
古
い
養
成
機
関
の
調
査
が
行
な
わ
れ
る
際
に
よ

く
み
ら
れ
る
問
題
は
'
伝
統
の
あ
る
国
と
は
事
情
が
違
い
す
ぎ
て
参
考
に
な
ら
な
い
､
と
い
う
結
論
を
出
し
が
ち
な
こ
と
で
あ
る
｡
た
し

パ
レtグ
'
フ
ィ

ア
ィナ
ロマナィ
'ク
T(

か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
古
い
文
書
館
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
み
る
と
､
古

書

休

学

と

か
ラ
テ
ン
語
'
古

文

雷

学

な

ん
か
が
並
ん
で
い
る

の
で
'
そ
う
感
じ
る
の
も
無
理
は
な
い
｡
す
べ
て
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
必
要
な
共
通
知
識
な
ど
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
L
t
い
っ
た
い
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
な
ん
て
い
う
も
の
は
本
当
に
存
在
す
る
の
か
'
言
っ
て
み
れ
ば
本
の
か
わ
り
に
文
書
を
扱
っ
て
い
る
図
書
館
員
に
過
ぎ
な
い
の

じ
ゃ
な
い
か
t
と
い
う
よ
う
な
疑
問
さ
え
起
こ
っ
て
く
る
｡

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
'
い
-
つ
か
優
れ
た
研
究
も
出
さ
れ
て
い
る
｡
と
く
に
私
が
あ
げ
た
い
の
は
'
ブ
ル
ー
ノ
･
デ
ル
マ
氏
の

｢
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
の
養
成
-

各
国
の
養
成
課
程
の
分
析
と
調
和
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
考
察
｣

(パ
-
'

一
九
七
九
年
)
で
あ
る
｡
が
'
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
と
は

1
体
全
体
何
で
あ
り
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
有
す
べ
き
知
識
と
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
'
い
ま
だ
に
大
き
な

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
改

(安
藤
)

三
一l



史
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混
乱
が
存
在
す
る
｡

こ
の
問
題
を
的
確
に
考
察
す
る
た
め
に
は
､
現
在
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
い
く
ら
分
析
し
て
も
だ
め
だ
｡

ま
ず
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
機
能
と
は
何
か
t
と
い
う
点
を
は
っ
き
り
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
'
そ
れ
を
議

論
の
出
発
点
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
養
成
課
程
の
問
題
を
論
じ
る
べ
き
だ
｡

い
-

つ
か
の
基
本
的
な

技
能
を
除
け
ば
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
必
要
と
す
る
特
殊
な
知
識
は
国
ご
と
に
異
な
り
'
養
成
課
程
も

そ

れ
に
よ
っ
て
当
然
違

っ
た
も
の
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
｡

そ
れ
に
こ
の
方
法
を
と
れ
ば
､
ア
ト
キ
ビ
ス
ト
と
い
う
職
業
の
中
に
ど
ん
な
職
種
の
レ
ベ
ル
が
あ
る

か
､
ど
ん
な
専
門
の
違
い
が
あ
る
か
と
い
っ
た
点
を
明
確
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
0

ア
ー
カ

イ
プ

ズ

記

録

史

料

と

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
機
能

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
は
'
記
録
史
料
を
管
理
す
る
人
間
の
こ
と
で
あ
る
｡
し
た
が

っ
て
'
ま
ず
こ
の
記

録



う
言

っ
て
も
ま
だ
や
や
漠
然
と
し
て
い
る
が
'
要
す
る
に
'
記
録
史
料
と
は
大
き
-
分
け
て
二
つ
の
目
的
'
つ
ま
り
'
管
理
的

･
法
律
的

な
目
的
と
文
化
的

･
歴
史
的
な
目
的
に
役
立
つ
も
の
だ
と
考
え
れ
ば
よ
い
｡

最
初
に
あ
げ
た
管
理
的

･
法
律
的
な
機
能
だ
が
'
こ
れ
に
は
二
つ
の
要
素
が
あ
る
.
第

一
は
'
記
録
史
料
と
い
う
も
の
は
組
織
管
理
に

役
立
つ
情
報
を
含
ん
で
い
る
た
め
に
保
存
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
｡
第
二
は
'
記
録
作
成
者
が
自
分
の
行
為
を
記
録
す
る
の
は
､
そ
も

そ
も
必
要
が
生
じ
た
と
き
'
そ
れ
に
よ
っ
て
行
為
を
説
明
し
た
り
権
利
を
証
明
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
t
と
い
う
こ
と
で
あ

る
｡

つ
ま
り
記
録
史
料
は
法
律
上
の
証
拠
に
な
る
わ
け
だ
｡
し
た
が
っ
て
国
レ
ベ
ル
で
は
､
政
府
と
国
民
の
権
利
お
よ
び
義
務
は
､
政
府

の
記
録
史
料
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
､
あ
る
い
は
保
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
､
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
｡
記
録
史
料
は
国
の
良

心
な
の
で
あ
る
｡

第
二
の
歴
史
的

･
文
化
的
な
機
能
と
は
､
記
録
史
料
が
オ
-
ジ
ナ
ル
な
〟

生
の
″

史
料
と
し
て
重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
そ
こ
に

含
ま
れ
る
情
報
に
よ
っ
て
､
私
た
ち
は
過
去
を
再
構
築
し
､
現
在
の
社
会
を
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
｡
ま
さ
に
文
化
退
産
の
盛
宴
な
二

部
と
い
え
よ
う
.
記
録
史
料
は
国
の
記
憶
な
の
で
あ
る
.

■

-

パ

ー

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
主
な
任
務
は
､
し
た
が
っ
て
'
機
関

･
組
織
の
良
心
と
な
り
記
憶
と
な
る
も
の
を
守

っ
て
い
-

保

管

人

た

る
べ
き
こ

レ
n
-
F
｡マ
*
-
ジ
◆
-

と
､

こ
れ
で
あ
る
｡
こ
の
点
で
は
'
い
わ
ゆ
る

記

録

管

理

責

任

者

の

仕
事
の
延
長
上
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
｡

こ
の
任
務
は
や
や

〟受
け
身
的
″
だ
が
'
そ
れ
を
果
た
す
た
め
に
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
い
ろ
ん
な
面
で

〟ア
ク
テ
ィ
ブ
″

で
な
く
て
は

な
ら
な
い
｡

-
榊

第

一
に
'
前
述
の
二
つ
の
目
的
に
役
立

つ
記
録
が
'
い
ず
れ
文
書
館
に
入
っ
て
く
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
､
し
っ
か
り
認
識
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

つ
ま
り
そ
の
意
味
は
'
大
切
な
記
録
が
散
逸
し
た
り
廃
棄
さ
れ
た
り
し
て
将
来
文
書
館
に
来
な
い
と
い
う
こ
と
が

な
い
よ
う
'
常
日
頃
か
ら
管
理
者
や
記
録
管
理
責
任
者
ま
た
は
文
書
係
と
連
絡
を
密
に
L
t
記
録
管
理
者
の
仕
事
の
少
な
く
と
も

一
部
に

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
故

(安
藤
)
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史
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つ
い
て
は
'
な
ん
ら
か
の
形
で
監
督
下
に
置
く
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
｡

-仙
言
う
ま
で
も
な
-
'
す
べ
て
の
記
録
が
記
録
史
料
的
価
値
を
持

つ
わ
け
で
は
な
く
'
む
し
ろ
持
た
な
い
も
の
が
大
多
数
で
あ
る
.

そ
し
て
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
は
'
ど
の
記
録
が
記
録
史
料
的
価
値
を
持

っ
て
い
る
の
か
'
あ
る
い
は
将
来
持

つ
こ
と
に
な
る
の
か
を
判
定
す

る
と
い
う
仕
事
が
あ
る
｡
行
政
や
経
営
の
場
で
生
み
出
さ
れ
た
記
録
の
評
価
に
つ
い
て
'
最
終
的
判
断
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
｡
2

記
録
の
保
存
に
は
'
保
存
環
境
を
で
き
る
だ
け
良
く
す
る
こ
と
が
大
切
だ
｡
そ
し
て
記
録
史
料
を
物
理
的
に
良
好
な
状
態
に
保

つ

こ
と
は
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
基
本
的
任
務
の
ひ
と
つ
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
書
庫
の
環
境
管
理
'
史
料
の
保
存
や
修
復
な
ど
が
'
た
い
へ

ん
重
要
で
あ
る
｡

3

記
録
を
保
存
す
る
の
は
'
保
存
自
体
が
目
標
で
は
な
い
｡
そ
の
中
に
あ
る
情
報
を
人
々
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
｡
記
録

史
料
は
､
作
成
者
や
そ
の
他
の
人
々
に
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
｡
ゆ
え
に
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
次
の
重
要
任
務
は
､
記
録
史
料

丁
-
カ
イ
パ
ル

に
含
ま
れ
る
情
報
を
閲
覧
可
能
に
す
る
こ
と
だ
と
い
え
る
｡
そ
の
た
め
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
文

書

館

学

的

な
原
則
と
方
法
に
の
っ
と
っ
て

記
録
を
整
理
し
'
目
録
記
述
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
さ
ら
に
'
利
用
者
に
対
す
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
も
あ
る
｡
ア
ー
キ
ビ
ス

ト
は
利
用
者
の
要
求
に
つ
い
て
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
｡

以
上
を
要
求
す
る
と
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
主
な
機
能
は
以
下
の
三
点
に
な
る
｡

-
記
録
史
料
的
価
値
を
も
っ
た
記
録
を
散
逸
や
廃
棄
か
ら
確
実
に
守
る
こ
と
｡

2
記
録
史
料
的
価
値
を
も
っ
た
記
録
を
良
好
か
つ
安
全
な
状
態
で
保
存
す
る
こ
と
｡

3
こ
れ
ら
の
記
録
規
を
利
用
者
の
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
｡



ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
必
要
な
知
識
と
は
?

以
上
に
述
べ
た
点
に
つ
い
て
は
お
そ
ら
く
異
論
は
な
い
だ
ろ
う
｡
し
か
し
t
で
は
7
1
キ
ビ
ス
-
が
こ
れ
ら
の
機
能
を
果
た
す
た
め
に

必
要
な
知
識
と
は
何
か
､
と
い
う
話
に
な
る
と
'
諸
説
あ
ろ
う
｡

こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
固
有
事
情
を
忘
れ
'
南
極
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
な
っ
た
つ
も
り
で
一
般
的
に
議
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ

う
01

ま
ず
､
記
録
史
料
的
価
値
の
あ
る
も
の
を
選
り
分
け
る
た
め
に
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
組
織
体
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
十
分
な
理
論

的
知
識
を
持

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
受
け
入
れ
'
管
理
す
る
こ
と
に
な
る
記
録
史
料
の
大
半
は
'
組
織
体
の
産

物
だ
か
ら
で
あ
る
｡
組
織
体
に
は
目
的
が
あ
る
こ
と
'
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
手
順
と
規
則
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
'
記
録
は
こ
の
手
順

か
ら
生
ま
れ
た
直
接
の
結
果
で
あ
る
こ
と
'
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
記
録
史
料
的
価
値
の
あ
る
も
の
が
見
分
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
'
組
織
体
の
産
物
で
あ
る
記
録
を
組
織
体
の
目
的
と
結
び
つ
け
て
理
解
で
き
る
こ
と
が
必
要
だ
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
公
私
い
ず
れ
の
記
録
史
料
も
扱
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
公
的
な
史
料
に
関
し
て
言
え
ば
'
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
行

政
組
織
の
役
割
や
目
的
'
発
展
の
歴
史
､
行
政
休
相
互
の
関
係
'
法
律
と
規
則
､
そ
れ
か
ら
'
組
織
体
内
部
に
お
け
る
記
録
の
流
れ
の
管

理
方
法
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
｡
つ
ま
り
記
録
管
理
の
知
識
で
あ
る
｡
ま
た
今
後
ど
う
い
っ
た
記
録
が
作
ら
れ
る
の
か
を

予
見
す
る
た
め
に
現
在
の
行
政
手
法
に
つ
い
て
理
解
し
'
さ
ら
に
'
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
文
書
を
熟
知
し
て
､
価
値
評
価
を
行
な
い
'
相
互

関
係
を
把
握
で
き
る
能
力
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

民
間
の
組
織
体
に
つ
い
て
言
え
ば
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
求
め
ら
れ
る
知
識
は
'
過
去
お
よ
び
現
在
に
お
け
る
'
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
､
会

社
､
協
会
な
ど
の
組
絞
構
造
､
記
録
管
理
の
方
法
､
こ
れ
ら
の
組
織
を
規
制
し
て
い
る
法
律
や
規
則
､
社
会
的
な
位
置
な
ど
で
あ
る
｡

記
録
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
は
､
字
と
言
葉
が
わ
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
｡
こ
れ
は
あ
た
り
前
の
よ
う
に
思
え
る
が
'
そ
う
で
も
な

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)
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史
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二
六

い
｡
科
学
関
係
の
研
究
所
の
記
録
史
料
は
技
術
用
語
ば
か
り
で
難
解
だ
ろ
う
し
､
た
い
て
い
の
史
料
群
に
含
ま
れ
る
会
計
記
録
の
難
し
さ

も
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を
悩
ま
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
考
え
る
際
に
は
'
以
上
の
点
を
認
識
し
て
ほ
し
い
｡
古
書
休
学
や
古
文
書
学
'
ラ
テ
ン
語
な
ど
は
必
ず
し
も
す
べ
て

の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
不
可
欠
な
基
本
知
識
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
'
場
合
に
よ
る
｡
南
極
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
は
不
要
な
の
だ
｡
南
極
の

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
必
要
な
の
は
､
む
し
ろ
英
語
'
ス
ペ
イ
ン
語
､
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
'
ロ
シ
ア
語
な
ど
数
カ
国
の
現
代
語
の
知
識
だ
ろ
う
｡

こ
れ
ら
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
も

っ
と
も
価
値
あ
る
記
録
を
選
び
だ
し
､
文
書
館
に
移
管
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
｡

2

次
に
不
可
欠
な
の
は
､
記
録
史
料
の
媒
体
に
つ
い
て
の
知
識
で
あ
る
.
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は

1
つ
し
か
な
い
も
の
を
〟

永
遠
に
″

残

す
の
が
仕
事
だ
か
ら
'
こ
れ
を
ど
の
よ
う
な
状
態
で
保
存
す
べ
き
か
に
つ
い
て
の
知
識
が
必
要
だ
｡
今
日
'
こ
の
問
題
は
か
な
り
複
雑

に

な
っ
て
き
て
い
る
｡
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
羊
皮
紙
が
対
象
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
に
や
が
て
紙
が
加
わ
る
｡
劣
化
し
や
す
い

い
ろ
ん
な
種
類
の
紙
で
あ
る
｡
二
十
世
紀
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
､
さ
ら
に
磁
気
テ
ー
プ
や
写
真
､
フ
ィ
ル
ム
'
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
な

ど
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
｡
気
候
環
境
の
変
化
も
保
存
状
態
に
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
｡
記
録
を
利
用
す
る
だ
け
で
も
'
保
存
に
は
惑

い
と
い
う
こ
と
だ
っ
て
あ
る
｡

3

次
に
'
記
録
史
料
の
管
理
と
利
用
の
た
め
に
は
'
文
書
館
学
的
な
理
論
と
方
法
に
し
た
が
っ
て
記
録
を
整
理
し
'
目
録
記
述
を
行

な
う
こ
と
が
必
要
だ
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
'
こ
れ
ら
の
理
論
を
学
び
仕
事
に
通
用
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
｡
こ
れ
に
は
'
文
書
館
学
用

語
論
､
記
録
の
頬
型
論
'
内
容
解
釈

(古
書
休
学
や
語
学
を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
)
､
組
織
体
の
歴
史
と
構
造
'
な
ど
が
含
ま
れ
る
.

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
利
用
者
と
記
録
史
料
を
結
ぶ
き
ず
な
で
あ
る
｡
利
用
者
は
目
録
な
ど
の
検
索
手
段
が
あ

っ
て
も
'
ふ
つ
う
レ
フ
ァ
レ

ン
ス
･
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
い
な
-
て
は
う
ま
く
史
料
を
利
用
で
き
な
い
.
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
･
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
利
用
者
の
質
問
を
聞
い
て
'



ど
の
部
局
の
記
録
を
み
れ
ば
よ
い
か
決
定
す
る
わ
け
だ
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
､
し
た
が
っ
て
組
織
体
が
持

っ
て
い
る
機
能
を
理
解
し
'
利
用
者
が
求
め
て
い
る
情
報
が
組
織
の
ど
の
部
分
で
作
ら

れ
た
か
を
知

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
ま
た
､
利
用
者
の
多
く
は
歴
史
学
的
な
問
題
に
興
味
が
あ
る
の
で
､
歴
史
学
研
究
の
発
展
や

動
向
に
つ
い
て
も
よ
く
把
握
し
て
お
-
必
要
が
あ
る
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
ま
た
､
仕
事
上
'
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
あ
る
法
律
や
規
則
に
も
通
じ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

一
般
に
'
記
録
史
料

は
公
共
の
も
の
で
あ
り
､
自
由
に
閲
覧
で
き
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
｡

情
報
公
開
は

1
般
原
則
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
､
制
限
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
｡
こ
れ
に
関
し
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
直
面
し
て
い
る
重
要
問
題
の

ひ
と
つ
に
'
情
報
公
開
と
個
人
情
報
保
護
と
の
関
係
の
問
題
が
あ
る
｡

次
に
'
こ
れ
は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
特
有
の
機
能
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
そ
の
基
本
職
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め

に
は
'
管
理
能
力
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
仕
事
を
組
織
L
t
財
源
と
人
材
を
運
用
す
る
能
力
で
あ
る
｡
こ
の
管
理
能
力
が
ど

の
程
度
必
要
か
は
､
組
織
の
大
き
さ
に
も
よ
る
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
を
反
映
し
た
記
録
や
史
料
を
相
手
に
仕
事
を
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
'
相
当
に
広
い
バ
ッ
ク

グ
ラ
ウ
ン
ド
と
高
い
レ
ベ
ル
の
教
育
が
求
め
ら
れ
る
｡
で
は
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
'
学
者
'
あ
る
い
は
も
っ
と
限
定
し
て
特
別
分
野
の
学

者
で
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
?

こ
の
問
題
は
,
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
｡

一
般
に
い
っ
て
､
私
は
学
術
的
な
仕
事
の
し
か
た
､
考
え
方
と
い
っ
た
も
の
は
必
要
だ
と
思
う

(
こ
れ
は
7
-
キ
ビ
ス
ー
が
必
ず
大
卒

で
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
)
0

ど
ん
な
分
野
か
と
い
え
ば
､
や
は
り
歴
史
的
な
知
識
が
か
な
り
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
保
管
し
て
い
る
の
は
'

(あ
ら
ゆ
る
種
類
の
)
組
織
や
団
体
の
歴
史
を
示
す
記
録
だ
か
ら
で
あ
る
｡
少
な
-
と
も
'
歴
史
学
研
究
の
方
法
や
技
術
に
つ
い
て
は
熟

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)

二
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知
し
て
お
-
必
要
が
あ
る
し
､
史
料
受
け
入
れ
の
方
針
を
決
め
る
際
に
は
将
来
の
歴
史
研
究
者
の
要
求
も
予
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

し
た
が
っ
て
､
も
し
歴
史
学
専
攻
で
な
か
っ
た
場
合
に
は
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
な
る
勉
強
を
し
て
い
る
問
に
歴
史
学
の
基
礎
的
訓
練
を
受

け
る
べ
き
だ
ろ
う
｡

次
の
論
点
は
'
ア
-
キ
ビ
ス
ー
は
歴
史
学
者
で
あ
る
べ
き
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
｡
私
は
'
ま
っ
た
く
否
で
あ
る
と
考
え
る
｡
も

し
歴
史
学
者
に
な
り
た
い
の
な
ら
､
彼
は
利
用
者
と
し
て
閲
覧
席
に
座
る
べ
き
だ
｡
し
か
し
こ
の
こ
と
は
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
歴
史
研
究

を
絶
対
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
｡
む
し
ろ
､
記
録
史
料
を
整
理
し
目
録
そ
の
他
の
検
索
手
段
を
作
成
す
る
た
め
に
は
'

歴
史
研
究
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
し
か
し
､
こ
の
研
究
は
あ
く
ま
で
文
書
館
学
的
な
理
論
と
方
法
の
た
め
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
歴
史
学
研
究
者
で
あ
っ
て
も
よ
い
け
れ
ど
も
'
そ
の
前
に
ま
ず
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
な
の
で
あ
る
.
研
究
者
と
し
て
の
力
と

歴
史
学
の
知
識
を
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
の
能
力
を
高
め
る
の
に
振
り
向
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
｡
そ
れ
で
こ
そ
現
在
と
未
来
の
研
究

者
'
利
用
者
に
奉
仕
す
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
本
領
が
発
揮
で
き
る
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
し
て
問
う
て
お
く
べ
き
最
後
の
問
題
は
､
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
知
識
す
べ
て
を
ひ
と

り
の
人
間
が
担
う
べ
き
な
の
か
､
と
い
う
問
題
で
あ
る
｡

あ
る
史
料
保
存
機
関
全
体
と
し
て
'
以
上
あ
げ
た
よ
う
な
知
識
や
専
門
技
術
の
す
べ
て
を
カ
バ
ー
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
疑

問
の
余
地
が
な
い
｡
し
か
し
､
必
ず
し
も
ひ
と
り
の
人
間
が
負
う
必
要
は
な
い
｡
た
と
え
ば
'
記
録
史
料
の
整
理
と
記
述
'
目
録
の
作
成

な
ど
は
専
門
性
の
高
い
仕
事
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
｡
原
史
料
を
扱

っ
た
り
'
問
題
を
解
決
し
た
り
'
関
係
を
発
見
し
た
り
､
責
任
あ
る

決
定
や
結
論
を
下
し
た
り
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡
し
か
し
'
い
っ
た
ん
仕
事
が
定
型
化
さ
れ
て
単
純
に
な
れ
ば
'
依
然

か
な
り
の
特
殊
知
識
を
必
要
と
す
る
と
は
い
え

(記
述
技
法
や
用
語
な
ど
)
､
こ
れ
は
必
ず
し
も
学
術
的
な
レ
ベ
ル
を
要
求
さ
れ
る
仕
事

で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
t
と
い
う
声
が
で
て
き
て
お
か
し
く
な
い
｡
も
ち
ろ
ん
そ
れ
で
も
研
銃
を
要
す
る
知
的
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
に



変
わ
り
は
な
い
が
｡
そ
の
点
'
過
小
評
価
は
禁
物
だ
｡

こ
う
考
え
る
と
'
仕
事
に
い
く
つ
か
の
レ
ベ
ル
の
違
い
が
生
ま
れ
る
の
は
理
の
当
然
と
言
え
よ
う
｡
そ
こ
で
レ
ベ
ル
の
異
な
る
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
を
養
成
す
る
た
め
､
養
成
コ
ー
ス
を
分
割
し
て
い
る
国
も
あ
る

(
レ
ベ
ル
の
違
い
と
い
う
の
は
あ
-
ま
で
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
内
部
の

話
で
'
文
書
館
の
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
で
は
な
い
)
｡

以
上
は
い
わ
ば

〟タ
テ
〟
の
職
種
分
化
だ
が

〟
ヨ
コ
〟

の
職
種
分
化
も
考
え
ら
れ
る
｡
実
際
､
〟

ヨ
コ
″

の
職
種
分
化
は
ほ
と
ん
ど
の

◆
.Iレー
タ
ー

文
書
館
で
進
行
し
て
い
る
｡

保
存
修
復
の
専
門
家
と
か
､

地
図

専

門

員

の

よ
う
な
記
録
タ
イ
プ
別
の
専
門
家

な
ど
-
-
､
そ
れ
か
ら
管
理

職
も
で
あ
る
｡

文
書
館
の
館
長
は
ま
だ
た
い
て
い
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
だ
が
､
こ
れ
も
変
わ
る
傾
向
に
あ
り
'
管
理
職
も
ひ
と
つ
の
専
門
職
と
み
な
さ
れ
つ

つ
あ
る
｡
管
理
職
た
る
に
は
才
能
と
管
理
能
力
が
い
る
が
'
残
念
な
が
ら
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
予
算
や
企
画
立
案
､
人
事
な
ど
に
は
あ
ま
り

興
味
の
な
い
向
き
が
多
い
｡
が
'
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
知
識
は
や
は
り
必
要
で
'
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
｡
管
理
能
力
は
'
専
門
知

識
と
は
別
に
欠
か
せ
な
い
も
の
な
の
だ
｡

組
織
が
大
き
く
複
雑
に
な
っ
て
き
て
い
る
他
の
専
門
機
関

(博
物
館
､
病
院
'
図
書
館
な
ど
)
で
は
'
専
門
職
の
館
長
'
院
長
の
ほ
か

マ▲
-
ジ
ング
･
ア
ィレクタ
-

に
'
事

務

長

を

置
く
と
こ
ろ
が
で
て
き
て
い
る
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
も
'
こ
の
問
題
を
ど
う
す
る
か
決
定
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
｡

も
し
事
務
長
も
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
で
あ

っ
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
な
ら
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
科
目
を
相

当
分
厚
-
付
け
加
え
る
必
要
が
あ
る
だ
け
で
な
く
'
従
来
と
違

っ
た
タ
イ
プ
の
学
生
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
-
な
る
だ
ろ
う
｡

最
後
に
ひ
と
こ
と
言
い
た
い
の
は
'
学
生
は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
働
-
よ
う
に
な
る
ま
で
に
彪
大
な
塁
の
理
論
的
知
識
を
身
に
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
､
そ
の
間
､
実
務
研
修
も
欠
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
実
務
研
修
を
理
論
学
習
よ
り

一
段
低

-
み
る
人
は
多
い
｡
ま
っ
た
く
ナ
ン
セ
ン
ス
な
考
え
だ
｡
実
務
研
修
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
根
幹
の
ひ
と
つ
で
あ
る
｡
専
門
家
を
作
り
出
す

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
改

(安
藤
)
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の
は
､
理
論
と
実
務
の
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
の
だ
｡
私
は
'
私
の
か
か
り
つ
け
の
歯
医
者
が
私
の
歯
を
い
じ
く
る
よ
う
に
な
る
前
､
学

生
時
代
に
し
っ
か
り
と
実
習
を
や
っ
て
お
い
て
-
れ
た
こ
と
を
'
い
つ
も
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
る
｡
医
者
の
実
習
と
い
う
も
の
を
私
た

ち
は
ど
う
考
え
る
だ
ろ
う
?

お
そ
ら
く
誰

一
人
と
し
て
医
者
の
実
習
を
低
く
み
る
人
は
い
ま
い
｡
文
書
館
の
仕
事
だ
っ
て
同
じ
だ
｡
理

論
的
な
勉
強
と
適
切
な
実
務
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
記
録
史
料
を
生
か
し
う
る
の
だ
/

(原
題
B
as1.C
PTOfessL.opal
tasks
of
aD
aZ･Ch}'Y)Pst
,
J
.P
e
t
e
r

S
ig

m
ond)

二
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
養
成
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成

ブ
ル
ー
ノ
･
デ
ル
マ

(
フ
ラ
ン
ス
国
立
古
文
書
学
院
教
授
)

昨
日
'
ビ
ー
タ
ー
･
ジ
グ
モ
ン
ド
氏
の
報
告
の
あ
と
'
私
た
ち
は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
い
う
専
門
職
に
つ
い
て
議
論
し
'
働
く
場
所
に
関

わ
ら
ず
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
任
務
と
役
割
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
列
挙
し
た
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
1
般
的
な
教
育
養
成
に

必
要
な
科
目
は
'
こ
れ
で
は
っ
き
り
し
た
と
思
う
｡
次
は
'
こ
れ
ら
の
科
目
を
ど
う
編
成
す
れ
ば
満
足
の
い
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
で
き
る

の
か
'
そ
の
検
討
に
入
る
番
で
あ
る
｡

こ
の
問
題
が
今
日
重
要
で
あ
る
の
は
'
三
つ
の
理
由
に
よ
る
｡



-

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
い
う
専
門
職
が
'
現
在
た
い
へ
ん
急
速
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
.

-

専
門
教
育
を
受
け
な
い
ま
ま
ア
I
キ
ビ
ス
-
と
し
て
活
動
し
て
い
る
人
の
ほ
う
が
､
本
当
の
専
門
教
育
を
受
け
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

よ
り
も
多
い
こ
と
｡

-

過
去
三
十
年
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
コ
ー
ス
の
数
は
増
え
続
け
て
き
た
が
'
そ
の
全
部
が
同
じ
目
的
を
持

っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

丁
-
+
ポ
t)ジ
ー

い
.
よ
っ
て
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
や

文

書

館

学

を

教
え
て
い
る
人
々
は
'
本
当
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
中
身
に
つ
い
て
明
確
化
す
る

よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
｡

い
ま
肝
要
な
の
は
'
文
書
館
学
を
教
え
て
い
る
人
た
ち
が
､
自
分
で
分
析
の
道
具
を
持
ち
'
教
育
を
新
し
い
状
況
に
適
合
さ
せ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
.
し
た
が
っ
て
､
ま
ず
､
い
ま
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
分
析
し
､
そ
れ
か
ら
何
よ
り
も
ま
ず

1
般
的
な
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成

の
内
容
と
方
法
を
研
究
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
｡

つ
ぎ
の
よ
う
な
点
で
あ
る
0

･
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
含
む
べ
き
さ
ま
ざ
ま
な
科
目

･
コ
ー
ス
の
内
容

･
科
目
の
種
別
と
比
重

こ
れ
ら
の
教
科
目
内
容
を
研
究
す
る
場
合
､
二
つ
の
異
な
る
要
素
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ
｡

第

一
は
い
わ
ば
外
部
的
な
要
素
で
､
国
の
し
く
み
と
か
､
専
門
職
や
学
問
の
伝
統
の
違
い
な
ど
､
国
ご
と
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
｡
第

二
は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
専
門
職
と
し
て
の
内
部
的
要
請
か
ら
求
め
ら
れ
る
要
素
で
'
こ
れ
は
お
の
ず
か
ら
ど
こ
で
も
同
じ
も
の
に
な
る

(も
ち
ろ
ん
少
し
ず
つ
は
違
う
が
)
0

こ
れ
ら
は
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
資
格
や
適
性
'
信
頼
性
を
ど
こ
に
置
く
か
決
定
す
る
際
の
基
準
に
な
る
が
'
私
た
ち
が
教
育
内
容
の
科

学
性
を
論
じ
た
り
各
科
目
の
比
重
を
考
え
た
り
す
る
基
準
も
こ
こ
に
あ
る
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
汝

(安
藤
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

-

教
科
日
の
内
容

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
い
う
専
門
職
と
そ
の
職
務
が
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
国
が
大
多
数
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
'
ま
ず
教
科
目
の
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
｡
大
綱
は
以
下
の

ご
と
-
で
あ
る

(図
1
参
照
)
0

A

文
書
館
学

B

法
律
学
お
よ
び
行
政
学

C

歴
史
学
お
よ
び
補
助
科
学

D

情
報
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
､
科
学
技
術

E

自
動
デ
ー
タ
処
理

(A
D
P)

F

現
代
語
学

重
要
な
の
は
､
各
科
目
に
ど
う
比
重
を
置
き
､
ど
ん
な
観
点
か
ら
教
え
る
の
か
､
と
い
う
点

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
｡
そ
の
場
合
'
各
科
目
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
先
入
観
を
持

ち
こ
ま
な
い
よ
う
努
め
る
べ
き
だ
｡
現
実
の
必
要
性
に
も
と
づ
い
た
実
践
的
な
養
成
コ
ー
ス
に

す
る
た
め
で
あ
り
'
ま
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
仕
事
や
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

開
発
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
し
た
知
識
を
持
た
な
い
大
学
当
局
な
ど
と
交
渉
す
る
さ
い
､
明
瞭
な

図1 教科目の大綱説明ができるようにするためである｡さて､文書館学とは以下のように､いくつかの側面を

持つものである｡･文書館学原論-理論､教義､原

則



デ

ィ

プ

t)
マ
チ
ィ

'
タ
r(

･

史

･科

学

-

類
型
論
､
史
料
批
判

(伝
統
的
な
文
書
'
視
聴
覚
史
料
'
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
記
録
な
ど
媒
体
の
如
何
を
問
わ

な
い
｡
作
成
論
'
伝
来
論
'
証
拠
価
値
論
)

･
史
料
記
述
論

-所
蔵
史

料の
歴
史
と

類型

･
国
内
お
よ
び

国際的史料
管
理政
策
論

(法律お
よ
び
規
則
)

･
史
料
管
理
技
術
論
-

収
集

'移
管
'
評
価
と
廃
棄
､
整
理
と
保
管
'
内
容
分
析
と
索
引
作
成
'
利
用
'
自
動
デ
ー
タ
処
理

･
文
書
館
組
織
運
営
論

･
保
存
技
術
論
-

書
庫
の
建
築
設
備
'
修
復

･
役
元
､
マ
イ
ク
ロ
撮
影
と
複
製
'
保
管
と
利
用
の
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

こ
れ
ら
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
養
成
に
必
要
な
科
目
を
'
ど
う
や
れ
ば
う
ま
い
具
合
に
編
成
で
き
る
の
だ
ろ
う
-

そ
の
糸
口
は
'
こ
の
教

育
の
最
終
目
的
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
考
え
れ
ば
兄
い
だ
せ
る
と
思
う
｡

2

文
書
虎
学
に
い
く
つ
か
異
な
っ
た
道
は
あ
る
の
か
?

初
歩
的
訓
練
の
際
'
各
国
が
所
蔵
し
て
い
る
古
い
文
書
と
新
し
い
文
書
の
比
率
に
よ
っ
て
､
歴
史
的
な
記
録
史
料
と
'
半
現
用
お
よ
び

現
用
記
録
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
大
き
な
重
点
を
置
-
と
い
う
こ
と
は
必
要
だ
ろ
う
か
-

こ
れ
は
関
係
な
い
問
題
だ
と
思
う
｡
な
ぜ
な
ら
古
い
国
も
す
べ
て
現
代
記
録
を
持

っ
て
い
る
の
だ
し
､
新
し
い
国
だ
っ
て
歴
史
的
史
料

の
量
は
今
後
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
-
か
ら
で
あ
る
｡

し
た
が
っ
て
､
国
を
問
わ
ず
'
か
か
る

l
般
コ
ー
ス
で
は
両
方
に
均
等

(50
%
ず
つ
)
の
比
重
を
置
-
べ
き
だ
｡
で
な
い
と
'
古
語
の

世
界
に
と
じ
こ
も
る
人
間
や
'
偏
っ
た
技
術
し
か
持
て
な
い
人
間
を
育
て
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
し
､
北
米
の
よ
う
に
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

レ
r]-
ド
･マ･手-少
◆-

と

記

録

管

理

者

が

両
極
に
分
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
｡
こ
の
よ
う
な
分
業
の
仕
方
が
私
た
ち
の
任
務
遂
行
上
好
ま
し
-

ア

ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
改

(安
藤
)

三
宝



史
料
館
研
究
紀
要

第
二

7
号

な
い
こ
と
は
'
誰
も
異
論
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡

新
旧
の
バ
ラ
ン
ス
の
必
要
性
は
疑
問
の
余
地
の
な
い
こ
と
だ
と
私
は
思

っ
て
い
る
｡
な
ぜ
な
ら
'
記
録
史
料
と
い
う
も
の
を
総
体
的
に

フ
■-
ン
･′
ルシープ

み
る
見
方
'

つ
ま
り
文
書
館
学
の
根
本
概
念
で
あ
る

〟記
録

史

料

群

の

一
体
性
″

と
い
う
考
え
方
を
学
生
に
教
え
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要

だ
か
ら
で
あ
る
｡

3

文
書
館
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド

文
書
館
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
'
情
報
学
の
方
法
論
を
用
い
て
み
た
い
｡

ふ
つ
う
情
報
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
は
次
の
三
つ
の
面
が
あ
る
と
さ
れ
る
｡

プ
t)デ
l]-
サ
ー

･
情
報
の

生

産

者

の

観
点
'

つ
ま
り
学
者
'
研
究
労
働
者
'
教
師
な
ど
､
新
し
い
知
識
を
生
み
出
し
'
構
成
し
､
組
織
化
し
､
広
め
て

い
る
す
べ
て
の
人
々
｡

rl
I
す
-

･
情
報
の

利

用

者

の

観
点
､

つ
ま
り
自
己
に
有
益
で
関
連
あ
る
情
報
や
適
切
に
形
式
化
さ
れ
利
用

可
能
な
情
報
を
求
め
て
い
る
人
々
｡

イ
ンタ
～
ミ
ア
ィ
エイ
タ
-

･
情
報
の

媒

介

者

の

観
点
､

つ
ま
り
情
報
を
流
布
し
て
い
る
人
々
｡
こ
の
情
報
媒
介
者
の
役

割
は
複
雑
化
し
た
社
会
の
な
か
で
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
る
O
情
報
生
産
者
は
情
報
の
普
及
に
そ
う

熱
心
で
は
な
い
し
､
将
来
の
利
用
だ
け
を
考
え
て
情
報
を
生
み
出
す
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
｡

し
た
が
っ
て
媒
介
者
が
間
に
た
っ
て
普
及
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
方
法
を
作
り
出
し
'
情
報
を
体
系

化
し
な
お
し
て
利
用
し
や
す
く
し
な
-
て
ほ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
｡

以
上
の
話
を
図
で
示
す
と
図
2
の
よ
う
な
三
角
形
に
な
る
が
､
こ
れ
は
と
-
に
'
実
用
的
'
技
術

生産者 ▽ 利用者

媒介者

図2 情報学の分野における三つの極



的
'
科
学
的
情
報
の
場
合
に
明
確
で
あ
る
｡

も
う

一
度
補
足
的
に
三
者
の
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
お
-
と
'
こ
う
で
あ
る
｡

･
決
定
を
下
し
た
り
情
報
を
生
産
す
る
こ
と

･
情
報
や
文
献
を
研
究
利
用
す
る
こ
と

･
文
献
や
デ
ー
タ
を
管
理
し
移
動
さ
せ
る
こ
と

あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
ら
が
こ
の
三
角
関
係
の
中
の
位
置
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
-
る
わ
け
だ
が
'
媒
介

者
の
視
点
の
有
効
性
や
必
要
性
を
'
数
の
う
え
で
ず
っ
と
多
い
生
産
者
や
利
用
者
に
わ
か
っ
て
も
ら

う
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
い
う
の
は
情
報
媒
介
者
の
あ
る
特
定
の
ケ
ー
ス
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
.
そ

こ
で
右
に
あ
げ
た
見
方
を
'
た
め
し
に
文
書
館
や
文
書
館
学
の
分
野
に
適
用
し
て
み
よ
う

(図
3
)
｡

そ
の
場
合
'
情
報
生
産
者
は
､
活
動
や
任
務
遂
行
の
た
め
に
文
書
を
作
成
し
て
い
る
機
関
'
企
業

や
､
法
人
､
個
人
｡
利
用
者
は
'
自
ら
の
活
動
の
た
め
ま
た
は
興
味
か
ら
'
こ
れ
ら
の
文
書
の
利
用

官庁や企業の経営
スタッフ､管理職､
研究職;
歴史家､個人

官庁や企業の経営

臥 ▽

スタッフ､管理
情報生産者;
個人

官庁や企業のアーキビスト､
レコード･マネージャー

図3 文事虎活動の分野における三つの極

を
必
要
と
し
て
い
る
人
々
､
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
'
生
産
者
の
た
め
に
文
書
を
管
理
し
､

利
用
者
に
こ
れ
を
提
供
す

る
の
で
あ
る
｡

4

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
教
育
養
成
の
精
神

つ
ぎ
の
二
つ
の
図
は
'
3
つ
の
極
に
共
通
す
る
分
野
'
科
目
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
し
か
し
'
難
し
い
が
大
切
な
の
は

次
の
点
｡
ま
ず
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
に
他
の
二
つ
の
極
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
｡
つ
ぎ
に
､
他
の
視
点
は
必

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
言
ち

二
元

要
と
し
て
も
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
コ
ー
ス
は
あ
-
ま
で
文
書
館
学
的
観
点
を
堅
持
し
､
そ
の
立
場
か
ら
行
政
学
や
歴
史
学
'
社
会
学
'

情
報
学
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
｡

アーキビスト図4

活動分野アーキビスト

図5 三つの極の共通科目



班 点 冨己鐘の生産者 アーキビスト 記録史料の利

用者科 目 (行政/経営学) (文盲婚学､情報学) (歴史

学､補助学)文書館学原論 :理論､教義､原則および文書館史 原則

文書館学原論史料学 : 私法､企菜法公法 史料学 : 私法の歴史類型論､史料批判 私的行為と文書 政治行政組織体史(伝統的な文書､視聴

企業行為と文書 史料に関する知識 :覚史料､コンピュータ 公的行為と文書史料

記述論 :私的文書､企業文 採型論､原文批

判記録など媒体の如何を 原文校訂､

史料記問わない.作成論､伝 述論

および検索手来論､証拠価値論)史料

記述輪 : 良所成史料の歴史と琉型 督､公文杏史料国内および国際的史料 作成､保存期間､ 史料管理政

策論 保存期間,利用条件管理政策輪 (法律および規

則) 非公開期間史料管理技術論 : 現用記録の組織と管 史料管理技術

論収菜､移管､評価と廃棄､整理と保管､内容分析と索引作成､利用 理､移管保存技術論 :書庫の建

築設備､修復･復元､マイクロ投影と復製､保管と利用のニユ-メディア 保存技術

論

組持運官給組総論の一般原則､
行政サ ービス



5

史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

文
書
館
学
分
野
の
補
助
科
目

以
下
の
科
目
を
文
書
館
学
の
補
助
科
目
と
し
て
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
な
か
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
｡

-

法
律
学
お
よ
び
行
政
学
/
経
営
学

･
私
法
､
公
法

･
行
政
/
経
営
社
会
学

･
組
織
論
'
行
政
/
経
営
お
よ
び
財
政
管
理

･
行
政
区
域
論

･
統
計
学

2

歴
史
学
お
よ
び
歴
史
補
助
学

A

歴
史
学

･
一
般
年
代
学
'
地
域
年
代
学
'
詳
細
年
代
学

･
国
の
歴
史

･
経
済
史
'
社
会
史

･
技
術
史

･
制
度
史
､
行
政
史

B

歴
史
補
助
学

･
史
料
編
纂
論

･
古
書
休
学

四⊂=)



･
歴
史
地
理
学

･
言
語
史
学

･
オ
ー
ラ
ル
･
ヒ
ス
ト
リ
I

･
歴
史
学
研
究
法

情
報
学
分
野
の
補
助
科
目

そ
の
他
'
以
下
の
よ
う
な
補
助
科
目
を
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
｡

情
報
学
お
よ
び
コ
-
ユ
ニ
ケ
-
シ
ョ
ン
科
学

･
情
報
学
-
情
報
と
コ
､,､
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論

･
手
動
的
な
技
術
と
情
報
科
学
技
術

･
記
録
言
語

･
書
誌
デ
ー
タ
バ
ン
ク

･
オ
ン
ラ
イ
ン
情
報
検
索

･
科
学
技
術
情
報
政
策

･
図
書
館
管
理

自
動
デ
ー
タ
処
理

現
代
語
学

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)

垂劃



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

7

一
般
的
な
教
科
目
編
成

以
上
述
べ
て
き
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
1
般
的
な
教
科
目
を
も
う

一
皮
ま
と
め
て
1
覧
表
に
す
る
と
'
次
の
と
お
り
で
あ
る
o

文書館学原論 理論､教義､原則および文書館史

史 料 学 類型論､史料批判 (伝統的な文書､視聴覚史料

その他､媒体の如何を問わない○作成論､伝来論

､証拠史料記述論 価値論)所蔵史料

の歴史と規型Eg内および国際的史料管理政策論

法律および規則史料管理技術論 収集､移管､評価と廃棄､整理と保管､内容分析

と索引作成､利用保存技術論 書庫の建築設備､修復

.復元､マイクロ複製､保管と利用■のためのニュー

メディア文書館組織運営論情 報 学書誌データバンク図書館管理 情報とコミ

ュニケ-シヨンの理論､科学技

術情報政策､ドキュメンタリー技術

行政/経営学等 行政

/経営学､社会学歴史地理学､行政区域論

歴史学および歴史 年代

学補助撃 国の歴史

技術史

経済史､社会史

史料編纂論

古書休学言語史オーラルヒストリー

歴史学研

究法自動データ処理 史料管理および記録



8

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
時
間
的
な
見
積
も
り
は
可
能
か
?

こ
れ
は
た
い
へ
ん
難
し
-
'
誤
解
を
招
く
危
険
性
の
あ
る
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
'
私
た
ち
は
お
互
い
合
意
の
も
と
に
ア
ー
キ
ビ
ス
ト

養
成
の
基
本
的
な
教
育
内
容
を
明
確
に
し
､
教
育
の
方
法
と
履
修
期
間
に
つ
い
て
も
考
え
を
打
ち
出
す
べ
き
だ
ろ
う
｡

私
は
'
文
書
館
学
の
教
育
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
編
成
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
｡

榊
,文
書
館
学
原
論
お
よ
び
史
料
管
理
技
術
論

仙
史
料
学
お
よ
び
史
料
記
述
論

似

文
書
館
政
策

(組
織
､
管
理
'
史
料
保
存
政
策
)

授
業
形
態
と
時
間
配
分
に
つ
い
て
の
私
の
提
案
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

㈱
グ
ル
ー
プ
の
科
目
は
'
講
義
と
実
習
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
'
学
生
の
入
学
時
の
学
歴
水
準
に
よ
り
､
二
〇
〇
時
間
か
ら
三
〇
〇
時
間

必
要
｡仙グ
ル
ー
プ
の
科
目
は
'
講
義
と
実
習
お
よ
び
見
学
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
､
学
生
の
入
学
時
の
学
歴
水
準
に
よ
り
'

10
0
時
間
か
ら

二
〇
〇
時
間
必
要
｡

㈹
グ
ル
ー
プ
の
科
目
は
､
講
義
と
実
習
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
'
学
生
の
入
学
時
の
学
歴
水
準
に
よ
り
､
二
〇
〇
時
間
か
ら
三

〇
〇
時
間

必
要
｡
コ
ー
ス
の
合
計
は
､
五

〇
〇
時
間
か
ら
八

〇
〇
時
間
に
な
る
｡
ど
ん
な
に
短
-
て
も
'
講
義
と
実
習
を
合
わ
せ
て
二
〇
〇
時
間
以
下
で

は
だ
め
で
あ
る
｡
こ
の
意
見
に
つ
い
て
討
議
を
お
願
い
し
た
い
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

9

二
つ
の
レ
ベ
ル
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
を
設
け
る
こ
と
は
可
能
か
?

も
し
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
二
つ
の
レ
ベ
ル
を
設
け
'
養
成
シ
ス
テ
ム
も
そ
れ
に
従

っ
て
二
つ
に
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
､
第

一
に
文
書
そ
の
他
の
史
料
の
整
理
法
な
ど
を
専
攻
す
る
グ
ル
ー
プ
'
第
二
に
文
書
館
シ
ス
テ
ム
や
史
料
管
理
全
体
に
つ
い
て
勉
強
す
る
グ

ル
ー
プ
､
と
い
う
区
分
を
設
け
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
｡

養
成
コ
ー
ス
に
つ
い
て
言
え
ば
'
第

一
の
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
高
卒
後
2
年
間
か
ら
4
年
間
､
第
二
の
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
高
卒
後
5

年
間
か
ら
7
年
間
の
高
等
教
育
で
行
な
う
'
と
い
う
の
が
考
え
ら
れ
る
ひ
と
つ
の
案
で
あ
る
｡

履
修
期
間
は
'
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
内
容
や
補
助
科
目
に
ど
れ
く
ら
い
比
重
を
置
く
か
で
､
各
国
違

っ
て
く
る
だ
ろ
う
が
'
細
か
い
点
の

変
更
は
そ
ん
な
に
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
｡

二
つ
の
レ
ベ
ル
の
養
成
シ
ス
テ
ム
と
い
う
こ
の
考
え
方
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
も
'

一
般
的
な
枠
組
み
は
ど
ち
ら
も
同
じ
に
な
ろ
う
｡

た
だ
'
学
生
が
習
得
す
べ
き
技
能
や
伸
ば
す
べ
き
才
能
に
違
い
が
出
て
く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

第

一
の
グ
ル
ー
プ
､
す
な
わ
ち
文
書
そ
の
他
の
史
料
整
理
の
専
門
家
に
な
る
人
た
ち
は
'
狭
い
意
味
で
の
文
書
館
学
の
分
野

(図
6
の

真
ん
中
の
欄
)
と
情
報
学
を
完
蟹
に
マ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

し
た
が
っ
て
､
そ
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
､
図
5
や
図
6
で
い
う
と
こ
ろ
の
〟

管
理
者
″
的
な
教
科
内
容
を

-
一6
㌧
〟

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
″

的
な
教
科
内
容
を

4
一6
㌧

〟歴
史
家
″

的
な
教
科
内
容
を

-
一6
､
と
い
う
比
重
で
構
成

す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
｡

こ
れ
に
対
し
､
第
二
の
グ
ル
ー
プ
へ

す
な
わ
ち
文
書
館
シ
ス
テ
ム
や
史
料
管
理
を
全
般
的
に
学
ぶ
人
た
ち
は
'
文
書
館
学
は
も
ち
ろ
ん

他
の
全
分
野
を
マ
ス
タ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
｡
履
修
期
間
が
長
く
な
る
の
は
そ
の
た
め
で
'
当
然
'
文
書
館
学
に
関
す
る
研
究
も
必
修
と

な
ろ
う

(第

一
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
選
択
で
よ
い
)
｡
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
構
成
は
'

〟
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
″
的
観
点
の
科
目
に

-
一3
'

〟管

理
者
〟

的
観
点
の
科
目
と

〟歴
史
家
″

的
観
点
の
科
目
に
も
そ
れ
ぞ
れ

-
一3
'
と
い
う
時
間
配
分
が

適
当
だ
が
､
す
べ
て
の
授
業
'
ケ
-



ス
･
ス
タ
デ
ィ
'
応
用
学
習
が
文
書
館
に
結
び
つ
い
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
｡

外
部
的
要
素
に
つ
い
て
-

各
国
の
制
度
的
､
文
化
的
､
学
問
的
背
景

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
は
'
当
然
の
こ
と
な
が
ら
'
各
国
が
持

っ
て
い
る

一
般
的
な
高
等
教
育
組
織
と
の
連
携
の
も
と
で
行
な
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
｡
な
ぜ
な
ら
ば
'

-

1
般
的
な
高
等
教
育
組
織
の
な
か
に
組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
'
文
書
館
学
教
育
と
他
分
野
の
教
育

(歴
史
学
'
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
な
ど
)
を
結
び
つ
け
る
の
が
容
易
で
あ
る
'

-

評
価
の
固
ま
っ
た
高
い
水
準
の
学
位
を
取
得
で
き
る
'

-

そ
の
結
果
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
専
門
性
が
政
府
や
企
業
か
ら
も
認
知
さ
れ
る
t

な
ど
の
利
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡

し
か
し
'
そ
う
は
言
い
な
が
ら
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
教
育
の
質
的
量
的
な
中
身
こ
そ
が
き
わ
め
て
重
要
な
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
.

以
上
が
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
構
成
に
つ
い
て
の
私
の
提
案
と
意
見
で
あ
る
｡

(原
題
T
h
e
cuz･TLCuJum
S
tT
uCtuTeL.n
the
ed
u

c:a
t).on
and
tT
a]'D)Jng

OE
aTCh
L'V1tS
tS.
B
ru
n
o
D
etm
as)

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)



史
料
館
研
究
紀
要

第
l
二
号

三
､
文
書
館
学
教
育
の
た
め
の
組
織

カ
ロ
ル
･

ク
チ
ュ
ア

(モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル大
学

図
書
館
情
報
学

科
教
授
)

あ
る
ひ
と
つ
の
実
践
科
学
が
確
立
し
た
も
の
と
な
る
た
め
に
は
'
そ
の
前
に
､
育
成
と
研
究
の
段
階
が
必
要
だ
｡
実
務
の
裏
づ
け
と
な

る
理
論
と
方
法
は
'
こ
の
段
階
で
鍛
え
ら
れ
'
発
展
す
る
の
で
あ
る
｡

T
-
カ
イ
プ
ズ
｡
T
L
～'Lt
r(ト
レ
ー
シ
■
ン

今
日
'
文

書

館

学

(
記

録

史

料

管

理

学
)
が
ひ
と
つ
の

〟実
践
科
学
″

と
し
て
登
場
し
て
き
て
お
り
､

I
C
A
の
専
門
職
教
育
養
成
委

員
会
も
認
め
る
と
お
り
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
問
題
が
優
先
す
べ
き
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
.
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
､
同
委
員

会
が
主
催
す
る
会
議
で
さ
ら
に
科
学
的
な
検
討
が
深
め
ら
れ
'
文
書
館
学
教
育
を
め
ぐ
る
議
論
に
反
映
し
て
､
今
後
の
展
望
を
切
り
開
-

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
｡

さ
て
､
私
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
'
文
書
館
学
教
育
の
た
め
の
組
織
､
す
な
わ
ち
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
機
関
の
問
題
を
'
い
-
つ
か
の

論
点
に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
論
じ
る
こ
と
で
あ
る
｡
以
下
'
最
初
に
養
成
機
関
を
作
る
前
に
考
慮
す
べ
き
い
-
つ
か
の
問
題
を
話
し
､
次
に

ど
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
と
っ
て
も
必
須
だ
と
考
え
ら
れ
る
要
素
を
提
示
す
る
｡
そ
し
て
最
後
に
結
論
と
し
て
'
文
書
館
学
に
関
す
る
研

究
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
｡
分
野
を
問
わ
ず
､
教
育
の
有
効
性
を
保
証
す
る
の
は
研
究
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
｡



-

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
を
設
置
す
る
前
に
考
慮
す
べ
き
こ
と

川文
書
館
学
の
性
格

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
'
ま
ず
最
初
に
考
え
る
べ
き
大
き
な
問
題
と
し
て
､
い
か
な
る

タ
イ
プ
の
文
書
館
学
を
教
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
あ
る
｡
非
統
合
的
な
文
書
館
学
と
'
包
括
的

･
統
合
的
な
文
書
館
学
の
ど
っ
ち
を
取

る
の
か
と
い
う
問
題
だ
｡

非
統
合
的
な
文
書
館
学
と
い
う
の
は
､
現
用
記
録
か
歴
史
的
史
料
の
い
ず
れ
か

一
方
に
重
点
を
置
く
タ
イ
プ
の
文
書
館
学
で
あ
り
､
包

括
的

･
統
合
的
な
文
書
館
学
と
い
う
の
は
'
現
用
記
録
と
歴
史
的
史
料
の
両
方
を
均
等
に
重
視
す
る
タ
イ
プ
の
文
書
館
学
で
あ
る
｡
し
か

し
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
コ
ー
ス
に
と
っ
て
は
'
現
用
記
録
と
歴
史
的
な
永
久
保
存
史
料
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
文
書
館
学
こ
そ
が
理
想

的
だ
ろ
う
｡
初
め
か
ら
固
定
し
た
価
値
基
準
を
押
し
っ
け
る
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
よ
う
な
偏
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
'
履
修
し
た
コ
ー

ス
だ
け
で
学
生
の
色
分
け
が
な
さ
れ
て
し
ま
い
､
長
い
目
で
見
て
学
生
に
不
利
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡
就
職
の
機
会
を
狭
め
て

し
ま
う
と
い
う
点
で
'
こ
れ
で
は
ま
ず
い
｡

脚初
級
コ
ー
ス
か
上
級
コ
ー
ス
か

初
心
者
向
け
の
コ
ー
ス

(若
年
の
学
生
を
対
象
と
し
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
)
と
､
上
級
コ
ー
ス

(す
で
に
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
な
っ

て
い
る
現
職
者
を
対
象
に
し
た
知
識
向
上
の
た
め
の
コ
ー
ス
)
の
い
ず
れ
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
も
は
っ
き
り
し
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
｡
こ
の
二
つ
の
コ
ー
ス
は
明
ら
か
に
ま
っ
た
く
別
の
も
の
だ
か
ら
'
組
紙
上
の
問
超
も
異
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
.

ア

ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)



史
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第
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㈱設
置
母
体
機
関
の
政
策
実
行
意
志

ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
具
体
化
の
際
に
は
'
実
行
機
関
が
計
画
遂
行
を
正
式
決
定
す
る
と
い
う
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
｡
行
政
専

ポ
川.シ･⊥一ワ
エンナー
シ
■ン

門
用
語
で
い
う
と
こ
ろ
の

〟政
策
実
行
意
志
″
を
明
ら
か
に
し
て
'
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
政
策
を
実
行
に
移
す
優
先
順
位
を
示
す
と
い
う
こ

と
で
あ
る
｡

何
ら
か
の
教
育
機
関
-

レ
ベ
ル
を
問
わ
ず
-

を
母
体
と
し
て
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
を
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
者
は
､
そ
の

設
置
計
画
が
当
該
機
関
の
政
策
全
体
の
な
か
で
ど
ん
な
優
先
順
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か
'
で
き
る
だ
け
正
確
に
確
認
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
だ
｡
こ
の
点
に
関
し
て
は
幻
想
を
持
っ
て
は
な
ら
な
い
｡
養
成
課
程
の
成
功
､
将
来
性
'
輪
郭
は
､
所
轄
官
庁
の
目
に
設
置
母
体

機
関
の
熱
意
が
ど
う
映
る
か
に
よ
っ
て
直
接
左
右
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
｡

な
す
べ
き
こ
と
が
な
さ
れ
た
後
は
'
と
に
か
く
養
成
課
程
設
置
計
画
の
一
部
始
終
を
関
係
諸
官
庁
に
説
明
し
て
ま
わ
り
'
貿
明
な
判
断

を
下
し
て
も
ら
え
る
よ
う
必
要
な
情
報
を
す
べ
て
提
供
す
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
｡

仙コ
ー
ス
の
レ
ベ
ル
と
所
属

次
に
考
え
る
べ
き
問
題
は
'
養
成
課
程
の
教
育
レ
ベ
ル
を
ど
う
す
る
か
で
あ
る
｡
大
学
以
上
の
レ
ベ
ル
か
大
学
以
下
の
レ
ベ
ル
か
の
選

択
の
問
題
が
ま
ず
あ
る
｡
大
学
以
上
と
い
う
こ
と
に
な
る
と

-
私
た
ち
の
意
見
で
は
こ
れ
が
最
低
基
準
だ
と
思
う
が
-

､
学
士
レ
ベ

ル
の
学
部
コ
ー
ス
な
い
し
そ
れ
と
同
等
の
コ
ー
ス
に
す
る
の
か

､
修
士
レ
ベ
ル
の
大
学
院
コ
ー
ス
に
す
る
の
か
､
あ
る
い
は
特
別
な
学
部

卒
レ
ベ
ル
の
デ
ィ
プ
ロ
マ
･
コ
ー
ス
を
設
け
る
の
か
t
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

そ
れ
か
ら
別
の
問
題
と
し
て
'
独
立
の
文
書
館
学
科
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
-

こ
れ
は
最
近
増
え
て
き
た
ケ
ー
ス
だ

が
-

､
ど
う
い
っ
た
既
設
学
科
に
付
設
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
｡
現
在
経
験
的
に
推
奨
さ
れ
て
い
る
の
は
'
歴
史
学
科
か
図
書



館
学
な
い
し
情
報
学
科
'
そ
れ
か
ら
や
や
特
殊
な
ケ
ー
ス
だ
が
公
共
行
政
学
科
､
な
ど
の
学
科
で
あ
る
0

t̂9
入
学
希
望
者
の
質

コ
ー
ス
設
置
に
あ
た
っ
て
は
'
入
学
希
望
者
の
質
の
違
い
に
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
ど
の
程
度
の
技
能
や
学
問
的
レ
ベ
ル
を

持

っ
た
学
生
を
主
な
対
象
と
す
る
の
か
に
よ
っ
て
'
コ
ー
ス
の
内
容
も
異
な
っ
て
-
る
の
は
当
然
で
あ
る
｡

ま
た
､
卒
業
後
の
就
職
問
題
が
入
学
希
望
者
の
質
を
左
右
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
､
養
成
課
程
の
内
容
は
'
あ
る
程
度
就
職
市

場
を
考
え
た
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
る
｡
も
っ
と
も
'
養
成
課
程
は
不
安
定
な
就
職
市
場
の
奴
隷
で
は
な
い
し
'
そ
う
な
る
必
要
も
な
い

わ
け
だ
か
ら
､
こ
の
点
を
強
調
し
す
ぎ
て
は
い
け
な
い
｡

2

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
設
置
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的
要
件

m
人

材

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
'
人
材
の
重
要
性
は
強
調
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
｡
人
数
も
だ
が
'
と
り
わ

け
人
材
の
質
と
い
う
も
の
が
養
成
課
程
の
成
否
を
決
定
す
る
｡
必
要
な
人
材
は
'
教
育
ス
タ
ッ
フ
'
教
育
支
援
ス
タ
ッ
フ
'
管
理
ス
タ
ッ

フ
の
三
種
で
あ
る
｡

㈱
教
育
ス
タ
ッ
フ

記
録
史
料
の
管
理
は
､
専
門
的
な
仕
事
と
し
て
の
歴
史
は
古
い
が
､
実
践
科
学
の
分
野
と
し
て
は
新
し
い
｡
実
際
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は

悠
久
の
昔
か
ら
存
在
し
て
い
る
の
に
対
し
'
そ
の
仕
事
を
理
論
的
に
支
え
る
学
問
の
構
築
は
ご
く
最
近
の
こ
と
に
属
す
る
｡
文
雷
館
学
教

育
に
長
期
間
専
任
で
打
ち
込
め
る
人
材
の
不
足
は
､
そ
の
せ
い
で
も
あ
る
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
故

(安
藤
)



史
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0

が
､
現
在
の
状
況
を
考
え
る
と
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
に
専
任
教
育
ス
タ
ッ
フ
を
置
く
こ
と
は
不
可
欠
だ
｡

そ
れ
で
'
た
い
て
い

の
場
合
､
専
任
教
育
ス
タ
ッ
フ
に
は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
優
秀
な
者
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
｡
彼
ら
の
理
論
化
や
考
察
の
能

力
は
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
の
で
'
豊
富
な
経
験
に
裏
づ
け
ら
れ
た
文
書
館
学
の
理
論
と
実
務
の
知
識
を
'
有
効
に
学
生
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
.
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
を
運
営
L
t
そ
の
維
持
発
展
の
た
め
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
の
は
'

ほ
と
ん
ど
が
こ
う
い
っ
た
専
任
教
官
で
あ
る
｡

専
任
教
官
の
場
合
､
任
用
の
継
続
に
つ
い
て
は
所
属
機
閲
の
規
則
に
基
づ
い
た
契
約
が
あ
り
'
そ
れ
を
守
る
義
務
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
｡
た
と
え
ば
'
養
成
コ
ー
ス
が
大
学
に
設
け
ら
れ
て
い
る
と
す
る
と
'
そ
の
教
官
は
他
学
科
の
教
官
と
同
じ
職
階
制
度
､
任
用

規
則
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

非
常
勤
講
師
も
'
た
い
て
い
の
場
合
必
要
に
な
る
｡
新
し
い
専
門
分
野
で
あ
る
だ
け
に
教
育
内
容
も
日
々
進
歩
し
て
い
る
の
で
､
非
常

勤
講
師
に
は
経
験
豊
富
な
､
か
つ
知
識
と
経
験
を
伝
え
る
能
力
に
た
け
た
現
役
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
参
画
が
不
可
欠
で
あ
る
｡
当
然
の
こ
と

だ
が
､
選
考
は
慎
重
に
す
べ
き
で
あ
り
'
日
常
業
務
の
ワ
ク
を
こ
え
て
も
の
ご
と
を
考
え
る
力
を
も
っ
た
専
門
職
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｡
自
分
の
経
験
を
披
渥
す
る
だ
け
の
独
演
会
で
は
不
十
分
で
'
個
人
的
な
立
場
に
も
と
づ
さ
な
が
ら
も
総
合
的
な
見
方
を
学
生
に
講

義
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

可
能
な
ら
ば
､

一
人
な
い
し
二
人
の
客
員
教
官
ま
た
は
補
助
教
官
を
置
く
の
も
有
益
だ
｡
こ
れ
も
多
か
れ
少
な
か
れ
現
場
の
人
間
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
が
'

一
年
な
り
そ
れ
以
上
な
り
'
あ
ら
か
じ
め
期
間
を
決
め
て
出
向
し
て
も
ら
う
の
で
あ
る
｡
こ
の
方
法
を
と
る
と
､

上
級
専
門
職
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
'
本
務
機
関
に
決
定
的
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
な
-

1
定
期
間
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
に
専
念
で
き
る

い
い
機
会
と
な
ろ
う
｡
ま
た
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
専
門
職
全
体
に
と
っ
て
も
'
文
書
館
学
と
い
う
新
し
い
学
問
分
野
の
開
発
と
進
歩
に
力

を
貸
し
'
こ
れ
に
参
画
で
き
る
と
い
う
意
味
で
'
い
い
方
法
で
は
な
か
ろ
う
か
｡



仙教
育
支
援
ス
タ
ッ
フ

教
育
ス
タ
ッ
フ
に
は
'

〟教
育
支
援
ス
タ
ッ
フ
″
と
で
も
い
え
る
人
た
ち
の
援
助
が
必
要
だ
｡
主
と
し
て
､
実
務
研
修
の
設
定
を
す
る

人
､
学
生
指
導
や
採
点
な
ど
教
官
の
仕
事
を
手
伝
う

人
な
ど
で
あ
る
｡

文
書
館
学
に
と

っ
て
実
務
現
場
で
の
研
修
が
持

つ
重
要
性
は
い
う
ま
で
も
な
い
｡
文
書
館
学
に
は
ひ
と
つ
の
実
践
科
学
と
し
て
の
目
的

が
あ
る
が
､
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
､
経
験
に
も
と
づ
く
理
論
教
育
を
強
化
す
る
と
と
も
に
､
現
場
と
密
着
し
た
教
育
を
よ
り
重
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
O
こ
の
点
を
強
調
し
す
ぎ
る
人
も
い
る
が
'
す
べ
て
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
が
実
践
的
で
あ
る
べ
き
な
の
は

確
か
だ
ろ
う
｡

そ
う
す
る
と
'
実
習
コ
ー
ス
の
企
画
設
定
や
内
容
の
決
定
､
評
価
な
ど
を
中
心
任
務
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
置
-
こ
と
が
肝
要
に
な
っ
て

こ
よ
う
｡
こ
う
い
っ
た
ス
タ
ッ
フ
は
'
実
習
場
所
を
確
保
し
た
り
､
現
場
と
絶
え
ず
コ
ン
タ
ク
ー
を
取

っ
て
い
る
う
ち
に
'
自
然
に
現
場

の
専
門
職
と
の
秤
に
な
っ
て
く
れ
る
｡
ま
た
こ
れ
ら
の
ス
タ
ッ
フ
の
力
な
し
に
は
'
学
生
た
ち
が
､
初
め
て
触
れ
た
実
務
の
世
界
か
ら
最

大
限
の
こ
と
を
学
び
え
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
､
魅
力
的
な
実
習
を
設
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
｡
明
確
な
指
槙
に
も
と
づ
い
て
学
生
た

ち
の
実
習
の
成
果
を
評
価
す
る
の
も
'
彼
ら
の
仕
事
で
あ
る
｡

次
に
'
教
官
や
補
助
教
官
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
も
必
要
だ
｡
た
と
え
ば
実
習
準
備
な
ど
に
際
し
て
教
育
ス
タ
ッ
フ
を
手
伝
う
助
手
や
､
教

官
を
採
点
の
重
荷
か
ら
解
放
す
る
採
点
員
な
ど
で
あ
る
｡
こ
の
種
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
と
り
わ
け
虫
垂
な
の
は
､
補
助
教
官
が
多
数
の
学

生
を
担
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
で
あ
る
｡

㈹
管
理
ス
タ
ッ
フ

管
理
ス
タ
ッ
フ
の
重
要
性
は
し
ば
し
ば
忘
れ
ら
れ
が
ち
だ
｡
事
務
官
や
､
管
理
全
般
の
補
佐
を
す
る
人
た
ち
で
'
教
育
ス
タ
ッ
フ
や
研

究
ス
タ
ッ
フ
が
滞
り
な
く
や
る
べ
き
こ
と
を
や
れ
る
の
も
'
彼
ら
の
存
在
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
あ
る
｡
管
理
ス
タ
ッ
フ
が
充
実

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
改

(安
藤
)
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し
て
い
な
い
と
､
教
育
ス
タ
ッ
フ
は
管
理
運
営
の
仕
事
に
振
り
ま
わ
さ
れ
て
本
来
の
任
務
を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
｡
ま
た
教
育
ス

タ
ッ
フ
が
下
手
な
管
理
運
営
を
や
る
と
'
専
門
の
管
理
ス
タ
ッ
フ
を
雇
う
よ
り
か
え
っ
て
コ
ス
ト
高
に
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
こ
と

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
｡

以
上
概
観
し
た
の
は
'
人
材
つ
ま
り
ヒ
ト
の
問
題
だ
が
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
設
置
に
欠
か
せ
な
い
第
二
の
要
素
が
あ
る
.
物

質
的
な
資
源
'
つ
ま
り
モ
ノ
と
カ
ネ
で
あ
る
｡

似
物
質
的
な
資
源

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
を
設
置
し
維
持
す
る
の
に
必
要
な
物
質
的
資
源
は
き
わ
め
て
多
岐
に
わ
た
る
の
で
'
こ
こ
で
は
四
つ
の
大
き

な
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
考
え
て
み
た
い
｡
文
献
'
教
材
､
実
習
室
'
財
源
の
四
つ
で
あ
る
｡

糾
文

献

教
育

･
研
究
の
基
礎
は
図
書

･
文
献
で
あ
り
'
ま
ず
こ
れ
を
ど
う
そ
ろ
え
る
か
を
考
え
な
い
と
養
成
課
程
を
始
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡

と
り
わ
け
､
私
た
ち
が
考
え
て
い
る
よ
う
に
大
学
以
上
の
レ
ベ
ル
で
養
成
を
行
な
う
場
合
'
図
書

･
文
献
切
重
要
性
は
改
め
て
言
う
ま
で

も
な
い
｡
文
書
館
学
は
比
較
的
新
し
い
専
門
分
野
な
の
で
'
今
な
ら
関
連
文
献
の
大
多
数
を
集
め
る
こ
と
も
可
能
だ
｡
し
た
が
っ
て
ど
こ

の
養
成
課
程
で
も
､
参
考
図
書
か
ら
書
誌
'
単
行
書
'
報
告
書
類
'
定
期
刊
行
物
ま
で
､
あ
ら
ゆ
る
図
書

･
文
献
の
収
集
を
現
実
目
標
に

掲
げ
て
よ
い
｡
ま
た
'
他
の
主
な
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
機
関
に
つ
い
て
説
明
し
た
文
献
も
で
き
る
だ
け
完
全
で
新
し
い
も
の
を
揃
え
て
お

く
必
要
が
あ
る
｡

仙
教

材

文
書
館
学
教
育
に
関
す
る
教
材
は
ま
だ
未
熟
な
段
階
に
あ
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
､
最
低
限
の
基
本
教
材
は
学
生
に
と
っ



て
も
教
官
に
と

っ
て
も
必
要
だ
｡

た
と
え
ば
専
門
的
目
的
で
作
ら
れ
た
視
聴
覚
教
材
は
教
育
に
き
わ
め
て
有
効
な
の
で
'
で
き
る
だ
け
揃
え
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
｡

映
像
'
フ
ィ
ル
ム
ス
ト
リ
ッ
プ
'
ビ
デ
オ
'
モ
ン
タ
ー
ジ

ュ
写
真
な
ど
の
視
聴
覚
教
材
を
使
え
ば
精
彩
に
あ
ふ
れ
た
授
業
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
､
こ
う
い
う
教
材
が
な
い
場
合
'
講
義
が
リ
ア
-
テ
ィ
を
欠
い
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
｡

つ
ぎ
に
考
え
る
べ
き
は
'
学
生
に
史
料
管
理
の
原
則
と
実
務
を
総
合
的
に
理
解
さ
せ
る
の
に
役
立

つ
よ
う
な
指
導
テ
キ
ス
ト
の
作
成
で

あ
る
｡
た
と
え
ば
'
あ
る
架
空
の
文
書
群
を
想
定
し
た
実
務
指
導
書
'
実
例
研
究
や
模
擬
実
習
の
テ
キ
ス
ト
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
｡
こ
の

よ
う
な
教
材
を
使

っ
て
学
習
す
れ
ば
'
学
生
は
実
際
の
業
務
を
身
近
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
｡

最
後
に
'
討
論
会
も
'
教
材
の
ひ
と
つ
と
考
え
る
な
ら
､
た
い
へ
ん
有
効
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
｡
た
と
え
ば
'
あ
る

ひ
と

つ
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ

っ
て
何
本
か
の
報
告
を
用
意
し
討
論
会
を
開
く
と
い
う
方
法
は
'
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
組
み
込
み
に
-
い
よ
う
な

こ
と
が
ら
を
議
論
す
る
に
は
ま
こ
と
に
都
合
が
い
い
｡
こ
の
場
合
'
ふ
つ
う
な
ら
教
育
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
､
あ
る
い
は

参
加
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
文
書
館
学
の
権
威
を
呼
ぶ
と
､
さ
ら
に
有
益
だ
ろ
う
0

ラボ
▲7.A,リ
l

㈹

〟
実

習

室

″

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養

成
課
程
は
人
文
系
の
教
育
機
関
に
属
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
､
人
文
系
で
は
実
習
室
の
重
要
性
が
忘
れ
ら
れ
が
ち

で
あ
る
｡
が
'
文
書
館
学
教
育
に
お
い
て
保
存
修
復
実
習
室
が
不
可
欠
な
の
は
理
解
を
得
や
す
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
｡
文
書
館
の
使
命
の
う

ち
保
存
修
復
と
い
う
側
面
に
つ
い
て
の
基
本
的

･
具
体
的
な
知
識
は
､
実
習
が
な
い
と
得
に
く
い
か
ら
で
あ
る
｡

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
実
習
室
も
同
じ
こ
と
で
'
学
生
が
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
理
解
し
こ
れ
を
使
い
こ
な
す
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い

施
設
で
あ
る
｡

ト
ウ
ー
ル

そ
の
ほ
か
に
も
'
学
生
が
記
録
史
料
の
整
理
管
理
に
習
熟
す
る
の
に
役
立

つ
さ
ま
ざ
ま
な

道

具

を

そ
な
え
た
実
習
室
が
あ

っ
て
よ
い
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
披

(安
藤
)
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研
究
紀
要

第
二
一
号

一
志

各
種
の
分
類
シ
ス
テ
ム
や
､
さ
ま
ざ
ま
な
保
存
修
復
計
画
表
'
検
索
手
段
な
ど
の
サ
ン
プ
ル
を
集
め
て
､
ス
タ
ッ
フ
や
学
生
が
各
地
の
文

書
館
業
務
の
実
例
を
勉
強
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
-
の
で
あ
る
｡
こ
れ
は
役
に
立

つ
だ
ろ
う
｡

仙財
源

設
置
母
体
と
な
る
機
関
の
政
策
実
行
意
志
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
｡
そ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
か
を
測
る
リ
ト

マ
ス
試
験
紙
は
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
資
金
の
額
で
あ
る
｡
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
資
源
は
'
ヒ
ト
で
あ
れ

モ
ノ
で
あ
れ
､
相
当
の
金
額
を
支
払

っ
て
は
じ
め
て
獲
得
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ら
'
設
置
母
体
と
な
る
機
関
は
十
分
な
財
源
を
用
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
ど
れ
-
ら
い
の
金
額
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
､
そ
の
機
関
が
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
設
置
計
画

に
ど
の
程
度
熱
意
を
も
っ
て
い
る
か
わ
か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡

伽
地
域
の
文
書
館
関
係
資
源

こ
れ
ま
で
述
べ
た
の
は
､
ヒ
ト
や
モ
ノ
と
い
っ
た
､
ど
の
養
成
コ
ー
ス
に
も
必
要
な
資
源
の
話
だ
が
'
も
っ
と
次
元
の
異
な
る
資
源
も

あ
る
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
専
門
職
の
協
会
や
小
グ
ル
ー
プ
'
文
書
館
'
周
辺
に
あ
る
機
関
や
組
織
､
そ
れ
に

〟教
育
支
援
サ
ー
ビ
ス
〟
と
い
っ

た
よ
う
な
'
文
書
館
的
な
周
辺
環
境
で
あ
る
｡
実
際
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
コ
ー
ス
は
真
空
の
中
に
作
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の

だ
か
ら
'

こ
の
よ
う
な
地
元
の
資
源
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
を
蹄
持
し
て
は
な
ら
な
い
0

榊
専
門
職
協
会
や
専
門
職
グ
ル
ー
プ

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
発
展
に
専
門
職
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
果
た
す
役
割
は
疑
い
な
く
大
き
い
も
の
で
あ
る
｡
養
成
課
程
の
日
々

の
運
営
に
関
わ
れ
る
よ
う
な
専
門
職
協
会
や
専
門
職
グ
ル
ー
プ
が
な
い
場
合
に
は
､
養
成
課
程
の
設
置
時
や
定
期
的
な
見
直
し
時
に
専
門

職
の
人
た
ち
が
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作

っ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
0



専
門
職
協
会
は
､
養
成
課
程
の
設
置
時
や
定
期
的
な
見
直
し
時
の
よ
う
な
重
要
な
時
期
以
外
に
も
'
教
育
ス
タ
ッ
フ
と
専
門
職
の
連
携

強
化
に
努
め
た
り
'
専
門
職
の
人
た
ち
を
補
助
的
な
教
官
あ
る
い
は
討
論
会
の
講
師
な
ど
の
か
た
ち
で
養
成
課
程
に
派
過
し
た
り
し
て
'

積
極
的
に
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
｡

そ
れ
か
ら
'
専
門
職
協
会
や
グ
ル
ー
プ
が
勉
学
中
の
学
生
を
迎
え
入
れ
'
将
来
協
会
や
グ
ル
ー
プ
の
大
部
分
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
こ

れ
ら
専
門
職
の
卵
た
ち
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
｡
学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
､
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
協
会
に
加
入
し
､
地
域

の
文
書
館
界
の
実
際
を
直
接
見
聞
し
た
り
､
い
ず
れ
彼
ら
を
新
人
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
迎
え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
先
輩
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
た
ち
と
じ
か
に
接
触
す
る
こ
と
は
､
た
い
へ
ん
有
益
だ
ろ
う
と
思
う
｡

仙
文
書
館

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
に
と

っ
て
'
近
-
に
文
盲
館
が

一
カ
所
'
で
き
れ
ば
数
カ
所
あ
る
こ
と
は
'
欠
-
べ
か
ら
ざ
る
要
件
で
あ
る
｡

そ
の
役
割
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
｡
補
助
的
な
教
育
ス
タ
ッ
フ
を
提
供
す
る
こ
と
'
学
生
の
実
習
や
見
学
を
受
け
入
れ
る
こ
と
'
実
習
室
に
必

要
な
物
を
供
給
す
る
こ
と
'
な
ど
で
あ
る
｡
養
成
課
程
の
設
置
や
維
持
､
拡
充
に
あ
た
っ
て
い
ち
ば
ん
探
-
関
わ
り
を
持

つ
の
も
､
地
域

の
文
書
館
で
あ
ろ
う
｡
要
す
る
に
'
文
書
館
が
提
供
し
て
-
れ
る
専
門
的
環
境
を
抜
き
に
し
て
は
､
い
か
な
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程

も
現
実
と
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡

州
周
辺
の
機
関
や
組
織

前
述
の
よ
う
に
文
書
館
の
支
援
が
重
要
だ
と
す
れ
ば
'
周
辺
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
組
織
と
の
関
係
を
確
立
す
る
こ
と
も
同
じ
よ
う
に

重
安
で
あ
る
｡
周
辺
の
機
関

･
組
織
は
､
公
私
の
違
い
'
規
模
の
大
小
を
問
わ
ず
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
に
と
っ
て
大
い
に
力
と
な
る
が
'

そ
の
た
め
に
は
わ
れ
わ
れ
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
彼
ら
の
参
加
に
対
し
て
オ
ー
プ
ン
で
吃
-
て
は
な
ら
な
い
O
そ
う
で
あ
っ
て
初
め
て
､
実
習

生
を
受
け
入
れ
て
も
ら
っ
た
り
'
文
書
館
学
の
概
念
を
わ
か
っ
て
も
ら
っ
た
り
で
き
る
の
だ
L
t
最
後
に
は
こ
れ
ら
の
機
関

･
組
織
が
学

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)

一
重



史
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票

生
を
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
し
て
雇
お
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
可
能
性
だ
っ
て
あ
る
｡
就
職
市
場
を
開
拓
し
な
い
養
成
課
程
は
長
続
き
し
な
い

と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
｡

仙

〟教
育
支
援
サ
ー
ビ
ス
″

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
教

育
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
留
意
す
べ
き
問
題
が
あ
る
が
'
と
り
わ
け
補
助
的
な
教
官
に
多
-
を
負

っ
て

い
る
養
成
課
程
の
場
合
に
課
題
が
多
い
｡
文
書
館
学
が
新
し
い
分
野
で
あ
る
た
め
'
こ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
は
実
際
か
な
り
あ
る
が
'
そ
の

場
合

'
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
望
む
補
助
的
教
官
の
声
は
強
い
｡
養
成
課
程
を
運
営
し
て
い
る
機
関
は
こ
の
点
を
よ
-
考
慮
し
､
教
育
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
べ
-
必
要
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
仕
事
の
例
と
し
て
は
'
講
義
の
進
め
方
を
決
め

る
際
の
助
言
'
講
義
の
準
備
'
授
業
方
法
の
選
択
､
学
生
の
評
価
な
ど
が
あ
る
｡

仙文
書
館
学
教
育
に
お
け
る
理
論
と
実
務
の
バ
ラ
ン
ス

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
中
に
は
'
現
実
主
義
的
な
考
え
方
が
や
や
広
が
り
す
ぎ
た
感
の
あ
る
文
書
館
学
の
概
念
を
軌
道
修
正
し
よ
う
と
し
て

い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
｡
た
し
か
に
'
文
書
館
学
は

一
に
も
二
に
も
実
践
的
な
学
問
な
の
だ
か
ら
実
務
を
最
大
限
に
重
視
し
た
訓
練
が

最
良
の
訓
練
だ
と
い
う
意
見
は
､
わ
れ
わ
れ
皆
よ
く
聞
か
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
そ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
'
現
場
教
育
こ
そ
ベ
ス

ト
な
ん
だ
と
い
う
主
張
も
t
L
ご
く
当
然
の
考
え
方
に
す
ぎ
な
い
｡

し
か
し
'
実
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
｡
文
書
館
学
が
専
門
科
学
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
い
ち
ば
ん
必
要
な
の
は
'
確
固
と
し
た
理

論
的
な
土
台
で
あ
っ
て
､
そ
れ
は
考
察
と
研
究
に
よ
っ
て
の
み
与
え
ら
れ
る
も
の
な
の
だ
｡
文
書
館
学
の
発
展
は

一
に
研
究
の
結
果
い
か

ん
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
り
､
研
究
こ
そ
が
実
務
を
よ
り
豊
か
に
育
て
て
い
く
の
で
あ
る
｡

い
ず
れ
に
せ
よ
､
大
事
な
の
は
理
論
的
な
教
育
と
実
務
的
な
教
育
の
調
和
を
は
か
る
こ
と
だ
が
'
そ
の
た
め
に
は
実
務
研
修
を
最
大
限



に
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
実
務
研
修
は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
不
可
欠
の
要
素
で
'
学
生
に
と
っ
て
は
､
教
室
で
学
ん
だ
理
論
を

実
際
の
仕
事
に
ど
う
生
か
す
の
か
実
地
に
体
験
し
将
来
に
備
え
る
機
会
と
な
る
｡

研
修
の
期
間
は
養
成
課
程
全
体
の
長
さ
に
よ
る
だ
ろ
う
｡
し
か
し
'
研
修
生
が
現
場
体
験
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
と
れ
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
も
'
ま
た
同
時
に
'
受
け
入
れ
側
が
お
も
し
ろ
い
有
意
義
な
仕
事
を
研
修
生
に
や
ら
せ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
､
そ
れ

な
り
に
十
分
な
期
間
は
必
要
だ
｡
ま
ち
が
っ
て
も
研
修
生
を
無
給
の
下

っ
ば
と
し
て
こ
き
使
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
｡

3

結
論
と
し
て

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
創
設
に
た
ず
さ
わ
る
者
は
､
ま
ず
も
っ
て
求
め
ら
れ
て
い
る
要
件
が
何
か
を
掌
握
し
'
そ
れ
に
最
大
限
マ
ッ

チ
し
た
養
成
課
程
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
ま
た
'
そ
れ
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
発
展
さ
せ
て
い
-
方
策
も
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｡
そ
の
鍵
は
'
他
の
分
野
と
同
じ
く
､
主
と
し
て
文
書
館
学
教
育
を
支
え
る
ダ
イ
ナ
･,､
ツ
ク
な
研
究
に
あ
る
だ
ろ
う
｡

一
度
な
ら
ず
述
べ
た
よ
う
に
､
文
書
館
学
は
実
務
家
の
学
問
で
あ
る
｡
そ
の
停
滞
を
防
ぐ
の
は
､
考
察
や
研
究
'
そ
れ
に
新
し
い
も
の

を
追
求
す
る
努
力
で
あ
る
が
､
こ
う
い
っ
た
こ
と
に
十
分
な
時
間
を
さ
け
る
実
務
家
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
｡
し
か
し
､
実
務
だ
け
を
盛
祝

し
て
日
々
の
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
ば
か
り
に
汲
々
と
し
て
い
た
の
で
は
､
文
書
館
学
は
若
返
り
の
機
会
を
失
い
'

1
人
前
の
学
問
分
野
と

し
て
成
熟
す
る
こ
と
も
社
会
的

･
科
学
的
な
理
解
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
い
｡

ひ
と
つ
の
実
践
科
学
と
し
て
'
文
書
館
学
が
よ
っ
て
立

つ
べ
き
基
盤
は
'
基
礎
研
究
と
応
用
研
究
の
両
方
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
｡
そ

の
た
め
第

一
に
な
す
べ
き
こ
と
は
'
資
金
源
と
な
る
機
関
に
､
こ
れ
ほ
ど
情
報
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
社
会
に
と
っ
て
文
書
館
学
が

い
か
に
大
切
な
学
問
か
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
.
こ
れ
ら
の
機
関
が
文
書
館
学
研
究
へ
の
資
金
支
出
の
必
要
性
を
認
め
た
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
'
文
書
館
学
に
対
す
る
社
会
的

･
科
学
的
な
認
識
も
高
ま
ろ
う
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)



史
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三

八

最
後
に
､
考
察
や
研
究
を
文
書
館
学
の
学
問
的
発
展
に
生
か
す
た
め
に
は
'
出
版
そ
の
他
'
多
く
の
人
々
の
注
意
を
喚
起
す
る
よ
う
な

方
法
で
研
究
成
果
を
公
表
す
る
必
要
が
あ
る
t
と
い
う
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
｡

(原
題
O
zg
a
n
]'sa
tLJOn
O
f
th
e
t
e

a
ch
L'n
g
O
f
a
m
h
L'ves
a
d
m
1'n
).S
tT
a
tL'O
D
.
C
a
ro
t
C
o
u
tur
e
)

〔第
二
回
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
の
教
育
養
成
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
'
ミ
ラ
ノ
､

一
九
八
九
年
九
月
〕

｢
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
文
書
館
員
の
養
成
と
､
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
に
つ
い
て

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
･
G
･
フ
ラ
ン
ツ

(西
ド
イ

ツ

'
ヘ
ッ
セ
ン
州
文
書
館
長
､

マ
ー
ル
プ

ル
グ
文
書
館
学
校
長
)

十
年
前
､

I
C
A
の

｢専
門
職
養
成
教
育
委
員
会
｣
は
'
私
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
り
､
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
有
数
の
文
書
館
学
校
の
所
在
地

で
も
あ
る
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
マ
ー
ル
プ
ル
グ
で
最
初
の
会
合
を
開
い
た
｡
以
来
'
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
に
関
わ
っ

て
い
る
人
々
を
結
集
L
t
意
見
と
経
験
の
交
換
を
通
じ
て
共
通
の
戦
略
を
立
て
る
と
い
う
成
果
を
積
み
上
げ
て
き
た
｡
こ
の
成
果
は
'
現

在
わ
れ
わ
れ
が
設
置
を
準
備
し
て
い
る
I
C
A
専
門
職
養
成
部
会
に
継
承
さ
れ
､
も
っ
と
発
展
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
だ
｡

わ
れ
わ
れ
が
進
め
て
い
る
事
業
の
ひ
と
つ
に
､
新
し
い

｢世
界
の
文
書
館
学
校
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
コ
ー
ス
総
覧
｣
の
編
集
が
あ
る
｡

こ
の

｢総
覧
｣
編
集
の
た
め
世
界
各
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
養
成
課
程
を
-
ら
べ
た
り
分
類
し
た
り
し
て
い
て
思
う
の
は
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養



成
を
論
じ
る
場
合
'
〟

わ
れ
わ
れ
は
'
ど
の
よ
う
な
人
間
を
何
の
た
め
に
養
成
し
て
い
る
の
か
-
″
と
い
う
根
源
的
な
問
い
に
つ
い
て
'

あ
ら
た
め
て
明
確
に
答
え
て
お
-
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
｡

こ
れ
に
つ
い
て
は
'

1
九
七
四
年
に

｢
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
･
図
書
館

･
文
書
館
の
た
め
の
全
国
的
基
盤
の
構
築
に
関
す
る
国
際

会
議
｣
が
ユ
ネ
ス
コ
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
際
'
図
書
館
員
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
専
門
職
の
あ
り
か
た
が
提
示
さ
れ
'
こ
れ
が
そ
の
後
､

両
者
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
調
和
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
｡

文
事
虎
員
の
職
種
に
つ
い
て

文
書
館
且
の
職
種
に
は
､
ま
ず
大
き
な
区
分
と
し
て
次
の
三
種
が
あ
る
｡

丁-･Rイ
パ
ル
･パ
ー
ソ*
ル

㈱

史

料

担

当

職

員

-

主
任
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
か
ら
収
蔵
庫
補
助
職
員
ま
で
､
史
料
と
記
録
の
整
理
管
理
と
い
う
文
書
館
的
な
業
務
に
あ

た
る
職
員
｡

仙保
存

･
修
復

･
復
写
担
当
の
技
術
職
員
-

1
般
的
な
技
術
上
の
能
力
だ
け
で
な
く
'
文
書
館
資
料
に
関
す
る
特
別
の
知
識
を
あ
わ

せ
持
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
｡

㈹
管
理
担
当
職
員
I

文
書
館
の
管
理
や
会
計
業
務
､
そ
の
他
の
庶
務
'
建
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
清
掃
な
ど
.
文
書
館
に
つ
い
て

の
特
別
な
訓
練
を
受
け
な
く
て
も
'
組
織
管
理
の
一
般
的
な
標
準
に
従
え
ば
よ
い
｡

こ
れ
は
必
ず
し
も
明
確
な
区
分
で
は
な
い
｡
文
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
全
体
あ
る
い
は
大
規
模
文
書
館
の

l
部
局
を
と
り
仕
切
る
指
導
的

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
'
保
存

･
修
復

･
複
写
技
術
の
基
本
や
組
織
管
理
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
知
識
も
必
要
だ
｡
最
近
は
情
報
科
学
技

術
が
進
歩
L
t
記
録
や
史
料
の
世
界
に
も
自
動
情
報
処
理

(A
D
P
)
の
波
が
押
し
寄
せ
て
'
さ
ら
に
問
題
を
扱
雑
化
し
て
い
る
.

A
D

p
担
当
ス
タ
ッ
フ
は
技
術
職
員
な
の
か
史
料
担
当
職
員
な
の
か
?

あ
る
い
は
別
の
問
い
方
を
す
れ
ば
､
文
書
館
専
門
職
は
'
こ
れ
か
ら

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)

一究



史
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は
情
報
管
理
者
の
特
別
の
形
態
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
く
の
か
ど
う
か
?

文
書
館
員
養
成
の
問
題
に
戻
る
と
'
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
い
ち
ば
ん
関
心
が
あ
る
の
が
右
の
三
つ
の
区
分
の
う
ち
第

一
番
目
に
あ
げ
た

史
料
担
当
職
員
の
養
成
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
｡
保
存

･
修
復
や
複
写
関
係
の
技
術
職
員
の
養
成
に
つ
い
て
は
t

I
C
A
内
部
の
各
専
門

技
術
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る
が
'
史
料
担
当
職
員
の
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
か
に
､
こ
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
的
分
野
を
ど
の
程
度

含
む
か
な
ど
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
､
こ
れ
ら
の
各
委
員
会
と
連
携
を
は
か
る
こ
と
が
大
切
だ
｡

史
料
担
当
職
員
の
職
種
に
つ
い
て

史
料
担
当
職
員
の
職
種
と
し
て
は
､
仕
事
の
内
容
の
違
い
､

一
般
的
な
公
務
員
の
職
階
制
'
そ
れ
に
教
育
レ
ベ
ル
の
差
に
対
応
す
る
よ

う
'
さ
ら
に
四
つ
の
職
種
に
区
分
し
て
み
た
｡
前
述
の
一
九
七
四
年
の
パ
リ
国
際
会
議
で
示
さ
れ
た
四
つ
の
職
種
の
定
義
は
以
下
の
通
り
｡

川ア
ー
キ
ビ
ス
ト
ー

学
術
性
の
高
い
大
学
院
修
了
レ
ベ
ル
の
専
門
職

(高
等
専
門
職
)
｡

職
務
-

文
書
館
お
よ
び
記
録
管
理
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
管
理
運
営
'
ま
た
は
文
書
館
の
大
き
な
部
局
の
管
理
運
営

(技
術
部
門
を

含
む
)
｡
政
府
の
史
料

･
記
録
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
組
織
化
｡
支
部
施
設
な
い
し
中
間
保
存
施
設
や
職
員
研
修
な
ど
の
監
督
｡
記
録

評
価
シ
ス
テ
ム
の
開
発
｡
史
料
の
整
理
と
記
述
作
業
の
計
画
策
定
｡
管
理
上
な
い
し
歴
史
的
な
調
査
研
究
作
業
お
よ
び
展
示
や
教

育
事
業
へ
の
参
画
な
ど
｡
な
お
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
書
館
で
は
'
古
い
文
書
や
難
し
い
近
現
代
文
書
の
整
理
や
記
述
は
'
歴
史
研
究

上
の
特
別
な
知
識
と
技
能
が
な
い
と
つ
と
ま
ら
な
い
の
で
'
主
と
し
て
こ
の
第

一
カ
テ
ゴ
-
1
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
仕
事
と
な
っ

て
い
る
｡



丁シ
スタント
●丁
-
キ
ビ
ス
ト

脚
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
補
-

大
学
学
部
卒
レ
ベ
ル
の
専
門
職

(学
術
性
の
高
く
な
い
1
般
専
門
職
)

職
務
-

政
府
部
局
の
史
料

･
記
録
管
理
サ
ー
ビ
ス
部
門
や
中
間
保
存
施
設
'
地
方
の
小
規
模
な
史
料
保
存
施
設
､
ま
た
は
文
書

館
の
特
定
部
門

(技
術
部
門
を
含
む
)
の
管
理
運
営
｡
職
員
研
修
の
補
助
｡
現
用
記
録
の
管
理
に
つ
い
て
の
助
言
｡
記
録
の
移
管

や
評
価
の
実
施
｡
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
近
現
代
記
録
の
整
理
と
記
述
｡
書
簡
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
の
処
理
や
利
用
者
へ
の
援
助
｡

管
理
上
業
務
上
の
記
録
の
作
成
｡

T
I

カイブズ
･▼シ
スタ
ント

㈱

文

書

館

助

手

-

中
級
レ
ベ
ル
の
補
助
専
門
職

職
務
-

小
規
模
な
行
政
機
関
の
記
録
管
理
サ
ー
ビ
ス
の
管
理
運
営
.
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
補
の
職
務
に
対
す
る
協
力
と
補
助

(チ
ー

ム
ワ
ー
ク
)
｡
あ
る
種
の
タ
イ
プ
の
再
利
用
文
書
の
整
理
と
目
録
作
成
｡
索
引
や
抄
録
作
成
作
業
｡
書
庫
や
閲
覧
室
の
監
督
｡

レ
コード
･丁
テ
ン
タ
ン
ト

仙
文
書
館
補
助
員
-

初
級
レ
ベ
ル
の
補
助
専
門
職

職
務
-

行
政
庁
文
書
館
や
中
間
保
管
庫
'
史
料
保
存
施
設
等
の
所
蔵
史
料
の
管
理
｡
処
分
記
録
-
ス
ト
や
受
け
入
れ
-
ス
ト
の

管
理
､
そ
の
他
記
録
の
移
管
に
関
わ
る
技
術
的
な
仕
事
の
管
理
｡
史
料
の
整
理
と
記
述
に
か
か
わ
る
技
術
的
な
仕
事
の
実
施

(装

備
'
番
号
付
け
､
ラ
ベ
ル
貼
り
な
ど
)
｡
行
政
利
用
や

一
般
閲
覧
利
用
に
供
す
る
史
料
の
出
納
｡

史
料
担
当
職
員
の
養
成
に
必
要
な
条
件

右
の
四
つ
の
職
種
に
関
し
て
は
､
多
く
の
国
で
規
則
が
設
け
ら
れ
､
養
成
課
程
の
内
容
や
採
用
条
件
も
決
め
ら
れ
て
い
る
｡

文
書
館
補
助
員
の
採
用
条
件
は
義
務
教
育
修
了

(0
レ
ベ
ル
)
の
の
ち
見
習
い
奉
公
や
実
務
経
験
'
ま
た
は
職
業
学
校
な
ど
で
必
要
な

技
能
を
身
に
つ
け
た
者
､
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
｡
文
書
館
で
の
実
際
の
仕
事
は

〟現
場
教
育
″

を
通
じ
て
習
得
さ
せ
る
が
､
少
な
く
と

も
大
規
模
文
書
館
の
場
合
は
'
各
部
門
共
同
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
い
て
､
記
録
の
保
存
と
史
料

取
り
扱
い
の
原
則
に
つ
い
て
初
歩
的
な

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)

1
六

1



史
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指
導
を
行
な
う
と
よ
い
｡

文
書
館
助
手
に
つ
い
て
は
'
恒
常
的
な
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
け
て
い
る
国
が
あ
る
.
､､､
ユ
ン
へ
ン
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
文
書
館
局
は

1

九
七
三
年
以
来
そ
の
よ
う
な
課
程
を
開
設
し
て
い
る
｡
学
生
は
0
レ
ベ
ル
の
教
育
修
了
資
格
を
持

っ
た
者

(中
卒
程
度
)
か
ら
試
験
で
選

ば
れ
､
二
年
間
の
研
修
を
受
け
る
｡
は
じ
め
と
終
わ
り
に
集
中
講
義
が
あ
り
'
十
八
カ
月
間
は
文
書
館
で
断
続
的
に
実
習
を
続
け
な
が
ら
'

週

1
回
実
務
に
即
し
た
指
導
を
受
け
る
.
コ
ー
ス
の
総
計
は
六
五

〇
時
間
｡

ド
イ
ツ
の
連
邦
政
府
の
場
合
､
助
手
レ
ベ
ル
の
文
書
館
員
は

一
般
の
公
務
員
学
校
で
研
修
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
'
他
の
国

で
も
こ
れ
と
似
た
よ
う
な
文
書
館
員
養
成
コ
ー
ス
を
技
術
系
の
高
等
学
校
あ
る
い
は
職
業
訓
練
高
等
学
校
に
設
け
て
い
る
例
が
あ
る
｡
現

職
者
に
さ
ら
に
資
格
を
取
得
さ
せ
る
た
め
に
は
､
通
信
教
育
と
い
う
手
も
考
え
ら
れ
る
｡

ふ
つ
う
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
問
題
を
論
じ
る
場
合
は
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
補
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
い
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
･
レ
ベ

ル
の
二
職
種
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
｡
も
っ
と
も
'
こ
の
両
者
の
区
別
は
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
多
い
が
｡

〔西
ド
イ
ツ
で
〕
と
く
に
限
定
し
な
い
で

〟
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
″

と
い
う
と
き
'
こ
れ
は
マ
ー
ル
プ
ル
グ
文
書
館
学
院

の
あ
ま
り
に
高
遠
な
伝
統
的
コ
ー
ス
を
指
す
｡
歴
史
学
の
博
士
号
取
得
者

(大
学
在

籍
六

～
八
年
)
に
対
し
､
二
年
間
の
文
書
館
学
教
育

と
､
私
立
大
学
で
の
三
カ
月
の
夏
期
研
修
を
行
な
う
と
い
う
コ
ー
ス
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
も
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
利
益
の
た
め
に
は
〟

プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
･
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
″

の
基
準
を
確
立
L
t
そ
れ
を
守
る
こ
と
が
必
要
だ
｡
基
準
の
認
定
は
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
専
門
職
団
体
の
仕
事
だ
ろ
う
0

プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
･
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
な
る
最
低
必
要
条
件
は
以
下
の
通
り
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
補
-

高
等
学
校
卒
業
資
格
で
あ
る
A
レ
ベ
ル

(
フ
ラ
ン
ス
の
バ
カ
ロ
レ
ア
'
ド
イ
ツ
の
ア
ビ
ト
ゥ
-
ル
に
あ
た
る
)

取
得
の
の
ち
'
大
学
で
一
般
教
育
､
専
門
職
教
育
､
お
よ
び
文
書
館
実
習
を
二

～
三
年
受
け
る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
｡
し
た
が
っ
て
､
大



学
の
文
書
館
学
専
門
課
程
､
あ
る
い
は
歴
史
学
'
社
会
学
､
図
書
館
情
報
学
な
ど
の
課
程
に
付
随
し
た
文
書
館
学
コ
ー
ス
で
卒
業
資
格
を

と
っ
た
者
t
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
別
の
方
法
と
し
て
､
国
や
州
の
文
書
館
に
立
脚
し
た
大
学
レ
ベ
ル
の
特
別
養
成
学
校
の
設
置
も
可

能
だ
｡
､,､
ユ
ン
へ
ン
と
マ
ー
ル
プ
ル
グ
の

｢文
書
館
高
等
専
門
学
院
｣
'
ポ
ツ
ダ
ム
の

｢文
書
館
専
門
学
校
｣
が
そ
れ
で
あ
る
｡
マ
ー
ル

プ
ル
グ
文
書
館
学
院
の
規
則
で
は
'
全
課
程
が
三
年
間
で
､
う
ち
十
二
カ
月
が
文
書
館
実
習

(は
じ
め
と
終
わ
り
)
､
六
カ
月
が
行
政
学

院
で
の
学
習
､
六
カ
月
が
歴
史
そ
の
他
関
係
科
目
の
一
般
教
育
､
そ
し
て
残
り
十
二
カ
月
が
文
書
館
学
の
勉
強
と
な
っ
て
い
る
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
I

大
学
卒
業
後
､
文
書
館
に
関
す
る

1
年
な
い
し
二
年
の
特
別
コ
ー
ス
を
受
講
し
て
高
等
学
位

(博
士
号
'
修
士
号
'

免
許
状
)
を
取
得
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
｡
し
た
が
っ
て
考
え
ら
れ
る
規
定
と
し
て
は
'
大
学
で
歴
史
学
'
政
治
学
'
社
会
科
学
な
ど

を
専
攻
し
た
者
で
､
大
学
院
あ
る
い
は
大
学
院
レ
ベ
ル
の
コ
ー
ス
で
文
書
館
学
を
履
修
し
､
文
書
館
学
修
士
号
か
､
文
書
館
学
や
文
書
館

学
に
関
連
す
る
歴
史
学
で
博
士
号
を
取
得
し
た
も
の
'
な
ど
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
補
は
こ
れ
ら
の
学
位
を
と
れ
ば
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
に
昇
格
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
｡

な
お
'
上
位
ラ
ン
ク
の
職
種
に
昇
格
す
る
た
め
の
研
修
の
機
会
を
'
〟

市
民
大
学
″
の
よ
う
な
か
た
ち
で
設
け
て
い
る
国
も
あ
る
｡
セ

ミ
ナ
I
と
通
信
教
育
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
だ
が
'
こ
の
よ
う
な
コ
ー
ス
は
､
企
業
や

放
送
界
､
新
聞
界
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
な
ど
'

一
年

も
二
年
も
全
日
制
の
コ
ー
ス
に
参
加
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
民
間
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
と
っ
て
'
と
り
わ
け
有
益
で
あ
る
.

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
の
要
件

本
報
告
の
題
名
を
決
め
る
に
あ
た
っ
て
私
が
言
い
た
か
っ
た
の
は
､
専
門
性
の
レ
ベ
ル
が
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
文
書
館
員
を
養

成
す
る
に
は
'
そ
の
機
能
の
違
い
に
応
じ
て
カ
-
キ
ユ
ラ
ム
を
編
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
｡
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
に
共
通
す
る

科
目
は
あ
ろ
う
｡
文
書
館
員
と
し
て
働
く
以
上
､
史
料
や
記
録
を
扱
う
上
で
の
基
本
原
則
は
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
､
文
書

ア

ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)

一
六
三



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

館
で
の
実
務
研
修
は
取
得
資
格
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
全
員
必
須
で
あ
る
｡

職
種
に
よ
り
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
遠
い
が
で
る
こ
と
の
ひ
と
つ
は
'
実
務
研
修
と
机
上
の
理
論
学
習
の
比
率
だ
ろ
う
｡

｢文
書
館
補
助
員
｣

の
場
合
､
セ
ミ
ナ
ー
は

1
回
か
二
回
や
れ
ば
十
分
だ
｡

｢文
書
館
助
手
｣
に
な
る
LV
'
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
文
書
館
学
院
で
は
机
上
学
習

(と
い
っ

て
も
実
務
に
即
し
た
も
の
だ
が
)
は
全
体
の
約
三
十
%
､
残
り
七
十
%
が
実
習
で
あ
る
.

｢
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
補
｣
に
つ
い
て
言
え
ば
'
ド

イ
ツ
の
場
合
は
行
政
学
や
歴
史
学
そ
の
他
の

一
般
教
育
が
か
な
り
の
部
分
を
占
め
る
が
､
三
十
%
か
ら
四
十
%
が
実
務
研
修
で
､
六
十
%

以
上
が
机
上
の
学
習
と
い
う
割
合
に
な
る
｡
史
料
の
解
読
や
編
纂
の
実
習
は
'
も
ち
ろ
ん
後
者
に
含
ま
れ
る
｡
高
等
専
門
職
レ
ベ
ル
に
な

る
と
実
務
研
修
の
比
率
は
さ
ら
に
低
く
な
る

(
ド
イ
ツ
で
は
大
学
院
レ
ベ
ル
の
コ
ー
ス
の
二
五
%
程
度
｡

一
般
教
育
と
専
門
教
育
を
合
わ

せ
る
と
十
%
以
下
)
｡
こ
の
レ
ベ
ル
の
実
務
研
修
は
'
あ
く
ま
で
文
書
館
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を
理
解
す
る
こ
と
が
目
的
で
'
必

ず
し
も
そ
れ
ら
の
業
務
す
べ
て
に
習
熟
す
る
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
｡

史
料
取
り
扱
い
の
原
則
と
技
術
な
ど
､
文
書
館
学
に
関
す
る
理
論
教
育
は
ど
の
職
種
に
も
あ
る
程
度
共
通
し
て
い
る
が
'
教
育
方
法
や

理
論
レ
ベ
ル
は
異
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
｡
た
と
え
ば
､
文
書
館
補
助
員
は
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
プ
ラ
ン
の
実
際
に
つ
い
て
自
分
な
り
に
理
解
す

る
必
要
が
あ
る
が
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
新
し
い
プ
ラ
ン
の
策
定
を
求
め
ら
れ
る
か
ら
だ
｡
ま
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
補
は
､
個
人
フ
ァ
イ
ル
や

1
件
フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
会
計
帳
簿
な
ど
の
目
録
作
成
方
法
の
違
い
に
つ
い
て
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
は
､
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
補
が
日
々
行
な
う
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
史
料
の
評
価
選
択
作
業
に
つ
い
て
'
そ
の
基
準
を
開
発
す
る
と
い
う
仕
事
が
あ
る
｡

一
般
教
育
に
つ
い
て
は
'
文
書
館
補
助
員
に
は
あ
ま
り
必
要
な
い
し
､
文
書
館
助
手
の
場
合
む
比
較
的
軽
-
て
よ
い
が
､
バ
イ
エ
ル
ン

州
で
は
十
九
世
紀
と
二
十
世
紀
の
行
政
組
織
史
や
行
政
実
務
な
ど
の
科
目
を
教
え
て
い
る
｡
が
'

｢
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
補
｣
の
場
合
は
'
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
国
お
よ
び
地
域
の
歴
史
､
そ
れ
に
行
政
の
理
論
と
実
務
な
ど
に
つ
い
て
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
知
識
を
要
求
さ
れ
る
の
で
'

一
般

教
育
が
か
な
り
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
O



｢
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
｣
に
と

っ
て
は
'

一
般
教
育
､
と
-
に
歴
史
学
関
係
科
目
は
さ
ら
に
重
安
か
も
し
れ
な
い
｡
歴
史
の
研
究
や
出
版
に

携
わ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
L
t
記
録
の
評
価
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
'
歴
史
研
究
の
現
状
や
方
法
論
を
理
解
し
て
お
-
必
要
が
あ
る
か

ら
だ
.
し
か
し
'
大
学
院
な
い
し
大
学
院
レ
ベ
ル
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成

コ
ー
ス
の
な
か
に
'
こ
う
い
っ
た

一
般
教
育
科
目
を
入
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
｡

上
級
レ
ベ
ル
に
な
る
ほ
ど
重
要
性
が
増
す
と
思
わ
れ
る
の
は
'
古
文
書
学
や
古
書
休
学
な
ど
､
い
わ
ゆ
る
補
助
科
学
の
科
目
で
あ
る
｡

ド
イ
ツ
で
は
､
た
と
え
文
書
館
補
助
員
で
あ
っ
て
も
'
史
料
出
納
の
た
め
に
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
文
字
に
つ
い
て
の
基
本
知
識
が
い
る
L
t
文

書
館
助
手
は
十
九
世
紀
と
二
十
世
紀
の
手
書
き
文
字
を
読
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
補
に
対
し
て
は
'
わ
れ
わ
れ
は
､
教

会
の
住
民
登
記
簿
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
以
降
の
記
録
を
扱
え
る
よ
う
t.
外
国
語
二
カ
国
語

(
ラ
テ
ン
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
)
の
習
得
を
要
求

し
て
い
る
.
ま
た
中
小
市
立
文
書
館
の
館
長
や
州
立
文
苔
館
の
閲
覧
室
監
督
官
と
し
て
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
補
は
'
利
用
者
が
持
ち
か
け
る

あ
ら
ゆ
る
こ
ま
ご
ま
と
し
た
問
題
に
対
し
'
的
確
に
援
助
で
き
る
能
力
も
必
要
で
あ
る
｡

高
等
専
門
職
レ
ベ
ル
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
対
し
て
は
'
今
も
､
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
と
ん
ど
の
国
が
'
カ
ロ

リ
ン
ガ
王
朝
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
あ
ら
ゆ
る
種
頬
の
記
録
史
料
を
扱
え
io
よ
う
完
全
か
つ
徹
底
的
な
訓
練
を
要
求
し
て
い
る
.
こ
れ
は

時
間
の
か
か
る
訓
練
だ
が
､
割
り
当
て
時
間
は
減
少
傾
向
に
あ
る
｡
私
の
勤
め
て
い
る
文
書
館
の
よ
う
に
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
ひ
と
り
し

か
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
中
小
規
模
の
州
立
文
書
館
で
は
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
何
で
も
知

っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

し
か
し
､
今
日
の
よ
う
に
現
代
記
録
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
と
き
'
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
歴
史
家
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
い
う
伝
統
的

考
え
方
に
い
つ
ま
で
も
し
が
み
つ
い
て
い
い
の
か
と
い
う
議
論
は
､
ド
イ
ツ
に
も
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
も
あ
る
｡
二
つ
あ
る
い
は
そ

れ
以
上
の
よ
り
専
門
化
さ
れ
た
職
種
に
分
割
す
る
道
も
検
討
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
'
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
で

〟文
書
館
の

分
野
に
お
け
る
最
近
の
発
展
″
に
対
応
し
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
際
'
も
う

一
度
議
論
し
よ

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)

1
六
五



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
1
号

う
0そ
の
他
､
養
成
課
程
の
科
目
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
に
重
要
な
も
の
が
あ
る
が
'
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は

〔図
書
館
学
'
情
報
学
な
ど
〕

隣
接
分
野
の
専
門
職
養
成
機
関
と
の
連
携
の
可
能
性
を
共
同
討
議
し
て
い
く
な
か
で
論
ず
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
独

自
の
分
野
と
い
う
よ
り
は
'
も
っ
と
広
い
1
般
教
育
の
1
部
と
し
て
考
え
た
ほ
う
が
よ
り
適
切
な
科
目
が
多
い
か
ら
で
あ
る
｡

(原
題
C
uTTJ'CuJUm
C
O
n
ten
tS
f
o

T
VaZ･LOuS
Je
VeJS
Of
a
r
ch
1'VaJ
tT
a
J.n
]+D
g
.
E
c

khart
G
.F
ranz
)

二
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

1

関
連
分
野
の
人
材
や
知
識
の
活
用
の
問
題
を
中
心
に
-

ア
ン
･
サ
ー
ス
ト
ン

(
ロ
ン
ド
ン
大
学
図
書
館
文
書
館
情
報
学
科
教
官
)

-

は
じ
め
に

世
界
各
地
で
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
立
案
に
関
わ
っ
て
い
る
専
門
家
た
ち
は
'
い
ま
共
通
の
課
題
に
直
面
し
て
い
る
｡
古
い
記
録

の
評
価
'
受
入
'
整
理
､
記
述
､
保
存
'
管
理
に
熟
達
し
た
伝
統
的
な
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
対
す
る
需
要
は
根
強
い
が
'
も
っ
と
広
い
知
識

を
備
え
た
専
門
家
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
｡
紙
以
外
の
電
子
媒
体
に
よ
る
も
の
を
含
め
､
政
府
や
企
業
な
ど
が
生
み

出
す
記
録
は
か
つ
て
な
い
は
ど
彪
大
に
な
っ
て
い
る
｡
そ
の
結
果
'
厳
密
で
し
か
も
実
用
的
な
評
価
基
準
が
必
要
に
な

っ
て
い
る
こ
と
'

検
索
上
の
問
題
点
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
､
分
析
と
目
録
の
記
述
に
際
し
て
､
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
伝
統
的
な
撤
密
さ
を
維
持
す
る
こ
と



が
で
き
な
-
な

っ
て
い
る
こ
と
'
保
存
上
の
問
題
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
､
な
ど
の
変
化
が
起
こ
っ
て
き
て
い
る
｡
ま
た
機
構
改
革
が
頻

繁
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
'
長
い
間
作
ら
れ
続
け
て
き
た
政
府
省
庁
の
記
録
群
に
も
断
絶
が
生
じ
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
に
'

記
録
の
管
理
に
つ
い
て
は
問
題
が
山
積
す
る

一
方
で
あ
り
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
に
関
し
て
も
常
に
新
し
い
対
応
が
必
要
な
の
で
あ
る
｡

養
成
課
程
を
新
規
に
創
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
国
の
人
々
は
'
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
'
ま
っ
た
く
新
し
い
創
造
的
な
や
り
方
で
臨

む
こ
と
が
可
能
だ
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
い
う
専
門
職
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
を
打
ち
立
て
る
立
場
に
あ
る
L
t
え
て
し
て
新
し
い
発
展
の

足
か
せ
に
な
り
が
ち
な
伝
統
と
い
う
も
の
の
束
縛
を
受
け
ず
に
す
む
か
ら
だ
｡
幅
広
い
分
野
か
ら
自
由
に
専
門
家
の
知
識
を
取
り
入
れ
'

政
府
や
企
業
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
連
携
し
て
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
を
創
設
す
れ
ば
'
現
代
記
録
の
管
理
に

ま
っ
た
く
新
し
い
息
吹
を
吹
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
｡

2

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
世
界
的
発
展

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
養
成
は
､
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
け
で
行
な
わ
れ
､
文
書
館
学
の
基
本
原
則
も
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
文
書
館
学
校
で
打
ち
た
て
ら
れ
た
｡
そ
の
後
､
膨
脹
す
る
政
府
そ
の
他
の
組
織
の
文
書
を
取
り
扱
う
専
門
家
の
需
要
が
着
実
に
高
ま

り
'
世
界
各
地
で
文
書
館
学
校
と
養
成
課
程
が
盛
ん
に
設
置
さ
れ
た
｡
早
い
例
に
イ
ン
ド
が
あ
る
｡
イ
ン
ド
は
記
録
の
保
存
で
は
長
い
伝

統
の
あ
る
国
だ
が
'

1
九
四
三
年
'
帝
国
記
録
省
の
中
に
二
年
間
の
文
書
館
図
書
館
合
同
コ
ー
ス
と
し
て
文
書
館
学
校
が
設
置
さ
れ
た
｡

こ
れ
は

一
九
五
二
年
に

一
年
間
の
史
料
保
存
学
コ
ー
ス
に
改
組
さ
れ
､
現
在
も
国
立
文
書
館
の
も
と
で
続
い
て
い
る
｡

1
九
六

〇
年
代
に
い
た
る
と
'
国
際
文
書
館
評
議
会

(I
C
A
)
の
援
助
に
よ
っ
て
養
成
課
程
の
設
置
は
い
っ
そ
う
促
進
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た

｡
一
九
六
六
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
か
れ
た
I
C
A
臨
時
大
会
で
発
展
途
上
国
の
文
書
館
を
緊
急
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
'
二
年
後
の
マ
ド
リ
ッ
ド
大
会
の
総
会
で
は
t
I
C
A
の
主
な
活
動
目
標
を
全
世
界
的
規
模
で
の
文
苔
館
の
発
展
に
置

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
汝

(安
藤
)
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史
料
館
研
究
紀
要

第
二

一
号

き
､
当
面
ア
フ
リ
カ
と
ラ
テ
ン
ア
メ
-
カ
を
優
先
地
域
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
｡

援
助
の
柱
と
し
て
重
視
さ
れ
た
の
は
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
問
題
で
'
最
初
の
援
助
地
域
と
し
て
選
ば
れ
た
ア
フ
リ
カ
に
ふ
た
つ
の
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
養
成
地
域
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
｡

一
九
七

一
年
､
セ
ネ
ガ
ル
に
設
立
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
圏
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
た
め
の
セ

ン
タ
ー
と
､

一
九
七
四
年
'
ガ
ー
ナ
に
設
立
さ
れ
た
英
語
圏
諸
国
の
た
め
の
セ
ン
タ
ー
で
'
と
も
に
国
連
開
発
計
画
の
援
助
を
得
た
｡
し

か
し
'
地
域
セ
ン
タ
ー
の
設
立
は
資
源
の
有
効
利
用
と
い
う
点
で
は
す
ぐ
れ
て
い
る
が
､
総
じ
て
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
｡

セ
ネ
ガ
ル
の
セ
ン
タ
ー
の
方
は
今
も
フ
ラ
ン
ス
語
圏
ア
フ
リ
カ
諸
国
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
が
'
ガ
ー
ナ
の
セ
ン
タ
ー
は
､
い
ろ
い
ろ

な
理
由
で
現
在
は
基
本
的
に
国
内
向
け
の
課
程
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
｡
ほ
か
に
は
'

ニ
ュ
ー
デ
-
I
の
文
書
館
学
校
が
近
隣
諸
国
に
開
か

れ
て
い
る
の
を
除
い
て
'
地
域
養
成
セ
ン
タ
ー
は
で
き
て
い
な
い
｡

し
か
し
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
設
置
は
各
国
で
あ
い
つ
い
だ
｡

一
九
七
三
年
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大

学
図
書
館
学
科
が

1
年
間
の
文
書
館
学
デ
ィ
プ
ロ
マ
課
程
を
開
設
し
､
数
年
後
に
は
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
に
も
デ
ィ
プ
ロ
マ
課
程
が
で
き
た
.

一
九
八

一
年
に
は
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
･
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
に
文
書
館
学
修
士
課
程
が
設
置
さ
れ
た
｡
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
は
恒

常
的
な
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
な
い
け
れ
ど
'
多
数
の
研
修

コ
ー
ス
が
あ
り
'
五
十
州
の
う
ち
半
分
以
上
の
州
の
複
数
機
関
で
'
相
当
レ
ベ

ル
の
専
門
的
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
｡

ほ
か
に
も
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画
が
近
年
ず
い
ぶ
ん
進
ん
で
い
る
｡
チ
ュ
ニ
ジ
ア
'
モ
ロ
ッ
コ
'
ケ
ニ
ア
､
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
'
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
'
メ
キ
シ
コ
､
カ
-
プ
海
諸
国
､

ハ
イ
チ
'
レ
バ
ノ
ン
'
東
南
ア
ジ
ア
'
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
で
ユ
ネ
ス
コ
の
援
助
を
え

て
計
画
が
出
さ
れ
､
他
の
国
や
地
域
で
も
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
る
｡
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
で
は
修
士
レ
ベ
ル
の
課
程
が
二
年
前
に
設
置
さ
れ

た
が
､
同
様
レ
ベ
ル
の
新
規
課
程
は
､
日
本
'
ジ
ン
バ
ブ
エ
'
シ
ェ
ラ
レ
オ
ネ
な
ど
多
く
の
国
で
検
討
中
で
あ
る
｡
そ
の
他
の
国
で
も
､

文
書
館
学
に
関
す
る
大
学
レ
ベ
ル
の
研
修
を
な
ん
ら
か
の
形
で
実
施
し
て
い
る
か
､
あ
る
い
は
近
く
実
施
す
る
計
画
を
も

っ
て
い
る
｡



世
界
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
数
は
今
後
必
然
的
に
増
え
て
い
く
だ
ろ
う
｡
人
頬
の
知
的
財
産
と
し
て
記
録
を
保
存
す
る
こ
と
の

大
切
さ
が
'

I
C
A
や
ユ
ネ
ス
コ
の
努
力
の
お
か
げ
で
ず
い
ぶ
ん
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
だ
け
で
な
-
'
公
共
機
関
や
民
間
機

関
の
な
か
で
記
録
の
管
理
に
熟
達
し
た
専
門
家
の
必
要
性
が
高
ま
り
'
こ
の
人
材
需
要
が
お
の
ず
か
ら
養
成
基
盤
の
拡
充
を
促
す
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
｡

3

養
成
課
程
の
新
設
に
あ
た
っ
て
他
分
野
の
人
材
を
活
用
す
る
必
要
性

そ
こ
で
重
要
な
の
は
､
新
し
い
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
カ
-
キ

ュ
ラ
ム
を
開
発
す
る
際
'
専
門
家
の
知
識
や
技
術
を
ど
う
活
用
す

る
か
と
い
う
問
題
だ
｡
外
国
人
専
門
家
の
助
力
を
得
て
養
成
課
程
を
設
置
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
.
セ
ネ
ガ
ル
と
ガ
ー
ナ
が
こ
の
例
だ
が
'

ハ
イ
チ
で
は
国
立
文
書
館
職
員
の
基
礎
研
修
に
外
国
人
専
門
家
の
力
が
効
果
的
に
使
わ
れ
た
｡
こ
の
よ
う
な
場
合
以
外
は
'
自
国
専
門
家

の
知
識
や
技
術
に
多
く
を
'
あ
る
い
は
す
べ
て
を
頼

っ
て
事
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
｡
も
し
外
国
人
専
門
家
の
助
力
を
求
め
る
と
し
て
も
､

自
国
の
人
材
を
で
き
る
だ
け
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
だ
｡

人
材
と
し
て
は
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
や
他
の
情
報
専
門
職
だ
け
で
な
く
､
当
然
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
講
師
や
実
務
家
を
考
え
る
必

要
が
あ
ろ
う
｡
文
書
館
専
門
職
の
基
本
理
念
さ
え
守
ら
れ
る
な
ら
､
彼
ら
の
知
識
と
技
能
は
新
し
い
養
成
課
程
の
基
盤
と
な
る
だ
ろ
う
L
t

現
代
記
録
の
増
大
に
よ
っ
て
引
き
起
さ
れ
て
い
る
諸
課
題
に
対
し
て
も
総
合
的
な
見
地
か
ら
対
処
で
き
る
素
地
を
生
み
出
す
に
ち
が
い
な

い
｡ど
こ
の
新
し
い
養
成
課
程
の
場
合
で
も
絶
対
欠
か
せ
な
い
要
件
'
そ
れ
は
'
受
講
生
の
ニ
ー
ズ
と
研
修
の
方
向
性
に
つ
い
て
ビ
ジ
ョ
ン

を
持

っ
た
'
経
験
豊
富
で
熱
心
な
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
専
門
職
が
少
な
く
と
も

一
人
必
要
だ
､
と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
こ
の
人
物
の
役
割
は
､

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
計
す
る
こ
と
'
中
心
科
目
を
教
え
る
こ
と
'
他
の
講
師
や
外
部
の
実
務
専
門
家
に
よ
る
講
義
な
ど
の
調
整
を
行
な

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)

一
六
九
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い
'
こ
れ
を
す
べ
て
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
仕
事
に
結
び
つ
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
'
な
ど
で
あ
る
｡

こ
れ
に
は
い
-
つ
か
実
例
が
あ
る
｡
い
ち
ば
ん
わ
か
り
や
す
-
文
章
化
さ
れ
て
い
る
の
は
､
北
米
唯

一
の
本
格
的
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成

課
程
で
あ
る
プ
-
テ
ィ
ッ
シ
ュ
･
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
文
書
館
学
修
士
課
程
の
ケ
ー
ス
だ
｡
こ
の
課
程
が
設
置
さ
れ
た
と
き
'
図
書
館
学

料

(現
在
は
図
書
館
文
書
館
情
報
学
科
)
で
は
新
任
ス
タ
ッ
フ
を

一
人
採
用
し
､
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
に
あ
た
っ
て
の
歴
史
学
部
と
の
協
議
'

文
書
館
学
コ
ー
ス
の
い
-
つ
か
の
講
義
､
論
文
指
導
の
補
助
'
そ
れ
に
実
務
研
修
の
指
導
な
ど
を
任
せ
た
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
'
当
初
か

ら
'
学
科
内
や
歴
史
学
部
か
ら
の
講
師
だ
け
で
な
く
'
実
務
の
現
場
か
ら
客
員
講
師
を
呼
ん
で
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
が

計
画
さ
れ
た
｡

ロ
ン
ド
ン
大
学
ユ
ニ
バ
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
文
書
館
情
報
学
科
に
お
か
れ
た
私
た
ち
の
海
外
記
録
管
理
学
文
書
館
学
課
程
も
'
同

じ
よ
う
な
状
況
だ
｡
私
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画
と
調
整
'
そ
れ
に
い
く
つ
か
の
基
本
科
目
を
担
当
し
て
お
り
'
学
科
の
教
官
が
ほ
か
に
二

人
参
加
し
て
る
が
'
大
多
数
の
教
科
は
い
ろ
い
ろ
な
機
関
か
ら
招
い
た
実
務
専
門
家
が
担
当
し
て
い
る
｡
こ
の
よ
う
な
外
部
の
現
職
者
の

参
加
が
な
く
て
は
'
養
成
課
程
も
た
ち
ま
ち
現
実
と
帝
離
し
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
｡

常
勤
講
師
の
人
数
が
増
え
た
と
し
て
も
､
幅
広
い
専
門
家
の
協
力
が
必
要
な
点
は
変
わ
ら
な
い
｡
た
と
え
ば
､
ガ
ー
ナ
の
レ
ゴ
ン
大
学

図
書
館
文
書
館
学
部
は
ガ
ー
ナ
行
政
研
究
所
と
パ
リ
の
国
立
古
文
書
学
院
と
連
携
し
て
外
部
専
門
家
講
師
を
受
け
入
れ
て
お
り
'
こ
れ
に

よ
っ
て
特
殊
専
門
的
な
教
科
を
広
-
カ
バ
ー
し
て
い
る
｡
も
ち
ろ
ん
'
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
'
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
と
ど
う
協
力

し
､
そ
の
人
材
を
ど
う
活
用
し
て
い
-
か
ば
'
そ
れ
ぞ
れ
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
り
､
ま
っ
た
く
同
じ
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
い
う
も
の
は
な
い
｡



4

ど
ん
な
分
野
の
専
門
的
知
識

･
技
術
が
活
用
可
能
か

も

っ
と
も
明
白
な
人
材
供
給
源
と
し
て
'
国
立
文
書
館
そ
の
他
の
記
録
保
存
機
関
の
専
門
職
や
技
術
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
｡
彼
ら
は
多
-

の
場
合
文
書
館
学
の
中
心
科
目
や
保
存
修
復
､
マ
イ
ク
ロ
写
真
技
術
の
教
育
を
補
助
で
き
る
だ
ろ
う
L
t
実
習
指
導
も
で
き
る
｡
イ
バ
ダ

ン
大
学
と
ナ
イ
ジ

ェ
-
ア
国
立
文
書
館
の
関
係
が
い
い
例
だ
｡

次
に
大
き
い
の
は
'
図
書
館
学
や
情
報
学
な
ど
他
分
野
の
情
報
専
門
家
だ
｡
図
書
館
学
や
情
報
学
の
学
校
が
な
く
て
も
'
現
場
の
専
門

職
に
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
科
目
は
い
く
つ
も
あ
る
｡
も
し
図
書
館
学
や
情
報
学
の
学
校
が
あ
る
場
合
は
'
そ
こ
に
ア
ー
キ
ビ

ス
ト
養
成
課
程
を
置
く
の
が
､
論
理
的
に
は
い
ち
ば
ん
よ
い
｡
図
書
館
学
､
情
報
学
'
文
書
館
学
の
三
分
野
に
共
通
す
る
科
目
､
あ
る
い

モ
ジ
一
-
〟

は
コ
ア
と
な
る
部
分
は
別
々
で
も
付
加
的
な
規
格
教
育
の
部
分
が
共
通
す
る
科
目
が
多
々
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡

I
C
A
と

ユ
ネ
ス
コ
は
'

こ
れ
ら
の
情
報
関
係
専
門
職
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
連
携
を
進
め
よ
う
と
し
て
多
く
の
文
献
を
発
表
し
て
い
る
が
'
た
し
か
に
保
存
修
復

学
'
複
製
論
､
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
科
学
､
資
源
管
理
論
'
書
誌
資
料
論
'
利
用
者
研
究
な
ど
は
､
明
ら
か
に
交
流
可
能
な
科
目
で
あ
る
｡
こ

の
よ
う
な
統
合
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
も
っ
と
も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
例
に
ダ
カ
ー
ル
大
学
が
あ
る
｡
こ
こ
の
二
年
間
コ
ー
ス
で
は
､
右
の

よ
う
な
共
通
科
目
の
統
合
教
育
を
中
心
に
し
な
が
ら
'
そ
の
ま
わ
り
に
各
情
報
専
門
職
別
の
コ
ー
ス
を
置
-
と
い
う
や
り
方
が
取
ら
れ
て

いる
｡

ほ
か
に
専
門
的
知
識
の
提
供
を
得
ら
れ
る
分
野
と
し
て
は
､
記
録
の
作
成
や
利
用
に
関
わ
っ
て
い
る
多
-
の
分
野
が
あ
る
｡
た
と
え
ば

歴
史
や
法
律
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
伝
統
的
に
文
書
館
学
教
育
の
一
分
野
を
占
め
て
い
る
の
で
'
こ
れ
ら
の
関
係
学
部
に
協
力
を
求
め
る
こ

と
は
あ
り
う
る
だ
ろ
う
L
t
経
済
開
発
論
や
'
ジ
ャ
ー
ナ
-
ズ
ム
'
ビ
ジ
ネ
ス
'

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
､
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
等
の
学
校
'
学

部
も
考
え
ら
れ
る
｡
こ
れ
ら
の
分
野
で
実
務
に
携
わ
っ
て
い
る
専
門
家
も
大
い
に
活
用
で
き
る
｡

こ
れ
ま
で
は
あ
ま
り
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
､
本
来
も
っ
と
も
重
要
で
今
後
も
っ
と
探
求
す
べ
き
分
野
と
し
て
行
政
が
あ
ろ
う
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
披

(安
藤
)

一
七
一
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喜
一

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
多
く
は
中
央
な
い
し
地
方
の
政
府
に
就
職
す
る
が
､
行
政
官
や
文
書
管
理
担
当
者
と
の
交
流
の
機
会
は
一
般
に
少
な
い
｡

し
か
し
多
-
の
国
で
､
記
録
作
成
畠
の
あ
ま
り
に
急
激
な
増
加
の
た
め
'
文
書
事
務
が
破
綻
に
窮
し
た
り
'
未
整
理
の
半
現
用
記
録
や
現

用
記
録
が
た
ま
っ
た
り
し
て
'
行
政
官
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を

一
様
に
悩
ま
せ
て
い
る
｡
こ
れ
が
行
政
や
事
業
発
展
計
画
の
停
滞
を
招
い
て

お
り
､
放

っ
て
お
く
と
将
来
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
解
決
不
可
能
な
問
題
を
背
負
い
こ
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
｡

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
道
は
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
の
な
か
に
記
録
管
理
論
を
従
来
よ
り
も
は
る
か
に
強
力
な
形
で
組
み
込
む
こ

と
'
こ
れ
以
外
に
な
い
｡
新
し
-
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
際
の
利
点
は
'
記
録
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
を
通
し
た
管
理
と
い
う
t

よ
り
統
合
的
な
観
点
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
こ
と
で
あ
り
､
こ
の
点
が
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
も
っ
と
も
重
要
な
新
機
軸
に
な
る
だ
ろ

う
｡
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
う
ま
く
い
け
ば
､
行
政
現
場
に
お
け
る
記
録
の
作
成
と
利
用
に
つ
い
て
の
学
生
の
理
解
は
深
ま
り
､
あ

ら
ゆ
る
段
階
の
記
録
の
管
理
技
術
を
総
合
的
な
情
報
戦
略
の
1
環
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
O
ま
た
'
管
理
目
標
の

設
定
能
力
や
実
践
的
な
問
題
解
決
能
力
も
向
上
す
る
だ
ろ
う
｡

こ
の
方
法
を
成
功
さ
せ
る
に
は
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
を
行
政
官
や
文
書
管
理
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
と
リ
ン
ク
さ
せ
'
行
政
事
務
の

現
場
で
現
代
文
書
の
問
題
を
学
ば
せ
た
り
実
務
研
修
を
や
ら
せ
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
だ
｡

5

結

論

記
録
の
量
も
記
録
を
扱
う
人
の
数
も
膨
脹
し
続
け
て
い
る
今
日
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
は
急
激
な
変
化
の
時
期
に
入

っ
て
い
る
｡
政
府

に
し
ろ
他
の
組
織
に
し
ろ
､
自
ら
生
み
出
し
た
情
報
を
現
在
と
将
来
の
利
用
の
た
め
に
管
理
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
確
認
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
活
躍
の
場
は
さ
ら
に
開
か
れ
て
い
-
だ
ろ
う
｡
機
械
可
読
記
録
の
管
理
の
複
雑
さ
も
'
こ
の
傾
向

に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
を
担
う
者
は
'
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
｡



と
り
わ
け
､
現
在
新
し
い
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
課
程
を
設
立
中
の
国
'
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
設
置
し
よ
う
と
し
て
い
る
国
は
世
辞
の
ア
ー

キ
ビ
ス
ト
養
成
を
発
展
さ
せ
て
い
く
う
え
で
極
め
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
｡
こ
れ
ら
の
国
の
養
成
担
当
者
は
'
自

国
の
諸
分
野
の
専
門
家
を
総
動
員
し
て
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
､
古
い
伝
統
を
持

っ
た
養
成
機
関
よ
り

も
t
よ
り
統
合
的
な
道
を
選
択
す
る
立
場
に
立
て
る
か
ら
だ
｡

(原
題

D
eyeJo
pm
en
t
o
f
D
eW
a
r
c
h)+va)
tTBL.n1rDg
PTOgTBm
m
eS
WJ.th
sp
e
cial
a

t

teJ7t)Ion
tO
the
u
s
e
o
f
exJ'stJ.ng

tT
a,JnL.n
g
Ca
P
aCLt)'eS
and
p
z･og
Ta
m
m
eS
COm
P
OnentS
Jn
TeJate
Jd
LJ.eJd
s
.
A
n
n
e
Th
u
r
sto
n
)

三
､
文
書
館
の
発
展
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善

ア
ン
ジ
ェ
リ
カ

･
メ
ン
ネ
ハ
リ
ッ
ツ

(西
ド
イ
ツ
､
マ
ー
ル
プ
ル
グ
文
書
館
学
校
教
官
)

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
は
二
つ
の
文
書
館
学
校
が
あ
る
が
'
と
も
に
､
文
雪
館
業
務
の
新
展
開
に
と
も
な
い
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
｡
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
文
書
館
学
院
は
比
較
的
自
由
な
コ
ー
ス
で
'

1
州
の
7
-
キ
ビ
ス
ー
だ
け
を
養
成

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
新
し
い
方
向
を
と
り
や
す
い
｡
こ
れ
に
対
し
マ
ー
ル
プ
ル
グ
の
文
書
館
学
校
は
､
連
邦
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
と
十
州
の

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
汝

(安
藤
)
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史
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一苫

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を
養
成
し
て
い
る
の
で
'
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
変
更
に
つ
い
て
も
'
政
治
的
合
意
を
得
る
の
に
時
間
が
か
か
る
｡

こ
の
二
つ
の
文
書
館
学
校
に
は
'
大
学
レ
ベ
ル
の
コ
ー
ス
と
大
学
院
レ
ベ
ル
の
コ
ー
ス
が
あ
る
｡
課
目
は
そ
ん
な
に
違
わ
ず
､
と
も
に

履
修
期
間
は

一
年
半
｡
大
学
レ
ベ
ル
の
コ
ー
ス
は
十
七
世
紀
以
降
の
ド
イ
ツ
史
に
よ
り
多
-
の
時
間
が
割
か
れ
る
の
に
対
し
'
大
学
院
レ

ベ
ル
の
コ
ー
ス
で
は

(歴
史
)
補
助
学
に
よ
り
大
き
な
力
点
が
お
か
れ
る
｡
文
書
館
学
'
ド
イ
ツ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
古
文
書
学
､
近
代
文

書
学
な
ど
は
､
ど
ち
ら
の
レ
ベ
ル
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
｡

マ
ー
ル
ブ
ル
グ
文
書
館
学
院
の
学
生
の
身
分
は
公
務
員
で
あ
り
､
文
書
館
学
校
の
二
つ
の
コ
ー
ス
は
､
そ
れ
ぞ
れ
三
年
間
の
大
学
レ
ベ

ル
総
合
研
修
と
二
年
間
の
大
学
院
レ
ベ
ル
総
合
研
修
の
1
部
に
な

っ
て
い
る
｡
そ
し
て
'
同
校
は
､
州

･
市

･
教
会
な
ど
の
文
書
館
に
お

け
る
現
場
研
修
に
対
し
て
は
'
過
去
そ
ん
な
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
と
は
い
え
な
い
｡

し
た
が
っ
て
'
マ
ー
ル
プ
ル
グ
文
書
館
学
院
だ
け
で
な
く
'
文
書
館
で
の
現
場
研
修
の
考
え
方
の
改
善
も
必
要
だ
｡

マ
ー
ル
プ
ル
グ
文
書
館
学
院
の
大
学
院
レ
ベ
ル
コ
ー
ス
の
構
成
は
'

1
九
八

〇
年
に
ド
イ
ツ
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
と
文
書
館
学
校
と
に

よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
方
針
に
よ
っ
て
い
る
.
教
科
の
内
容
あ
る
い
は
科
目
に
そ
う
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
-
'
コ
ー
ス
は

そ
れ
以
前
と
同
じ
-
'
文
書
館
学
'
古
文
書
学
'
(歴
史
)
補
助
学
の
三
つ
の
主
要
分
野
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
｡

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
,ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
シ
Il
y

I

｢
文

書

館

学

(
記

録

史

料

管
理

学
)
｣
の
教
科
内
容
は
次
の
と
お
り
｡

歴
史
資
料
と
な
る
前
段
階

〔現
用
お
よ
び
半
現
用
段
階
〕
に
お
け
る
分
類
シ
ス
テ
ム
と
文
書
事
務
の
構
成
'
歴
史
資
料
段
階
で
の

登
録
方
式
､
価
値
評
価
技
術
'
記
述
分
煩
方
法
､
所
蔵
資
料
の
分
類
と
利
用
形
態
.

第
四
学
期
に
取
り
上
げ
る
話
題
と
し
て
は
､
中
間
保
管
庫
の
問
題
'
文
書
管
理
の
現
在
お
よ
び
将
来
の
問
題
点
'
業
務
の
違
い
に

よ
る
記
録
の
多
様
性
'
ま
た

一
九
二
〇
年
代
の
プ
ロ
シ
ャ
お
よ
び
ド
イ
ツ
中
央
政
府
の
行
政
庁
改
革
に
起
因
す
る
記
録
の
多
用
性
､

な
ど
｡



2

第
二
の
主
要
分
野
は
中
世
古
文
書
学
で
'
証
書

･
記
録

･
登
録
簿
の
頬
型
学
や
､
い
ろ
い
ろ
な
場
合
に
使
わ
れ
る
文
字
の
歴
史
や
'

証
書
を
読
む
の
に
役
立
つ
略
記
法
な
ど
を
学
ぶ
｡
史
料
校
訂
の
方
法
'
中
世
史
料
の
筆
写
'
特
殊
な
中
世
ラ
テ
ン
語
や
ド
イ
ツ
行
政

用
語
の
発
展
､
な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
0
最
後
は
､
印
章
学
'
紋
章
学
'
年
代
学
'
そ
し
て
系
図
学
で
あ
る
.
こ
れ
ら
の
科
目
は

第

一
学
期
か
ら
第
三
学
期
ま
で
に
教
え
ら
れ
'
第
四
学
期
に
は
な
い
｡

3

も
う
ひ
と
つ
の
主
要
分
野
は
'
も
っ
と
近
い
時
代
の

(歴
史
)
補
助
学
で
'
ド
イ
ツ
舌
苔
休
学
と
士

ハ
世
紀
か
ら
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

の
発
明
ま
で
の
時
期
の
近
代
文
書
学
か
ら
な
る
｡
ド
イ
ツ
各
州
の
外
交
文
書
な
ど
で
は
と
-
に
フ
ラ
ン
ス
語
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
､

学
生
は
フ
ラ
ン
ス
語
文
献
の
読
解
を
学
ぶ
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
｡

4

歴
史
学
関
係
科
目
と
し
て
は
へ
機
関
の
歴
史
､
政
治
的
単
位
と
し
て
の
地
域
の
歴
史
'
法
制
史
'
社
会
経
済
史
な
ど
を
学
ぶ
｡
こ

れ
ら
の
講
義
で
は
'
企
業
史
料
館
の
よ
う
な
や
や
特
殊
な
文
書
館
の
問
題
や
'
歴
史
研
究
に
は
ど
ん
な
特
定
の
史
料
が
必
要
か
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
教
え
る
｡
こ
れ
だ
け
で
は
専
門
文
書
館
で
働
け
る
よ
う
に
は
な
ら
な
い
が
'
専
門
文
書
館
の
業
務
と
役
割
は
理
解

せ
ね
ば
な
ら
な
い
｡

5

第
四
学
期
に
は
､
補
助
科
目
と
し
て
'
広
報
､
展
示
､
視
聴
覚
史
料
の
管
理
'
口
述
史
料
な
ど
を
学
ぶ
｡

l
九
八

〇
年
の
方
針
で
は
'
養
成
コ
ー
ス
全
体
を
四
つ
の
時
代
別
の
学
期
に
分
け
'
そ
れ
ぞ
れ
四
カ
月
と
さ
れ
て
い
る
｡
第
四
学
期
は
'

現
代
文
書
を
対
象
と
し
て
文
書
館
業
務
の
す
べ
て
の
面
を
お
さ
ら
い
す
る
よ
う
に
意
図
さ
れ
､
連
邦
文
書
館
で
も
っ
ぱ
ら
中
央
政
府
の
文

書
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
学
ぶ
｡
が
'
連
邦
政
府
省
庁
の
現
代
記
録
が
'
地
方
や
町
レ
ベ
ル
の
現
代
文
苔
を
代
表
し
て
い
る
と
は
必
ず
し

も
い
え
な
い
｡
ま
た
､
連
邦
文
書
館
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
と
っ
て
も
研
修
生
の
受
け
入
れ
は
た
い
へ
ん
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
｡

試
験
は
第
三
学
期
の
あ
と
'
つ
ま
り

一
年
修
了
後
に
実
施
さ
れ
る
｡
十
七
世
紀
か
ら
十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
の
史
料
と
'

ラ
テ
ン
語
お
よ
び
ド
イ
ツ
語
の
中
世
文
書
に
つ
い
て
校
訂
を
行
な
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
｡
そ
の
後
､
口
頭
試
問
の
半
分
を
受
け
る
｡
あ

ア

ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
波

(安
藤
)

一
望



史
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と
半
分
は
､
第
四
学
期
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
あ
る
｡
口
頭
試
問
は
六
科
目
に
つ
い
て
二
時
間
行
わ
れ
る
｡

.

次
に
マ
ー
ル
プ
ル
グ
文
書
館
学
院
の
大
学
レ
ベ
ル
コ
ー
ス
の
学
生
は
'
地
方
の
文
書
館
で
一
年
間
の
実
務
経
験
を
経
た
あ
と
'
文
書
館

学
校
で
十
八
カ
月

一
五

〇
〇
時
間
の
理
論
教
育
を
受
け
る
｡
最
終
試
験
は
卒
業
し
て
半
年
後
で
あ
る
｡
ま
た

(地
方
文
書
館
で
の
)
入
学

準
備
中
､
地
方
の
行
政
学
院
で
三
カ
月
三

〇
〇
時
間
の
コ
ー
ス
を
受
講
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
｡
マ
ー
ル
プ
ル
グ
で
の
十
八
カ
月
の
教

育
期
間
終
了
時
に
も
試
験
は
あ
る
が
'
こ
れ
は
中
間
的
な
も
の
で
'
最
終
試
験
は
あ
-
ま
で
研
修
生
の
指
導
責
任
を
も
つ
地
方
文
書
館
で

行
な
わ
れ
る
半
年
後
の
試
験
で
あ
る
｡

2

現
場
の
専
門
業
務
と
養
成
課
程
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
'
こ
こ
十
年
か
ら
十
五
年
-
ら
い
の
間
に
次
第
に
つ
よ
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
｡
文
書
館
学
校
と
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
協
会
が
新
し
い
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
出
す
共
通
努
力
を
始
め
た
の
は
そ
の
数
年
前
に
す
ぎ
な
い

の
で
､
い
ま
だ
ギ
ャ
ッ
プ
は
広
が
る

一
方
で
あ
る
｡

一
九
八

〇
年
の
変
更
の
根
本
目
的
の
ひ
と
つ
は
､
公
務
員
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
だ
け
を
養
成
し
て
い
た
コ
ー
ス
を
新
聞

･
ラ
ジ
オ

･
テ
レ
ビ

や
議
会
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
も
養
成
で
き
る
よ
う
に
開
放
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
.
し
か
し
こ
の
新
し
い
考
え
方
は
'

一
九
八

〇
年
以
来
の
実

践
を
見
る
か
ぎ
り
､
当
初
考
え
た
よ
う
に
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
､
わ
れ
わ
れ
は
現
在
ま
た
別
の
モ
デ
ル
を
考
え
は

じ
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

一
九
八

〇
年
の
変
更
は
主
に
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
構
成
に
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
｡
コ
ー
ス
は
'
中
世
を
主
た
る
対
象
と
す
る
第

一
学
期
か

ら
､
二
十
世
紀
の
問
題
に
絞

っ
て
そ
の
観
点
か
ら
あ
ら
ゆ
る
科
目
を
学
習
す
る
第
四
学
期
ま
で
四
つ
の
学
期
に
分
け
ら
れ
た
｡
こ
う
す
れ

ば
､
現
代
史
料
だ
け
を
扱
う
文
書
館
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
に
も
､
最
終
学
期

〔第

一
学
期
の
誤
り
か
-

訳
者
〕
で
古
い
時
代
の
記
録
史
料



に
関
す
る
知
識
を
習
得
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
｡
し
か
し
'
こ
れ
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
｡
そ
の
主
た

る
理
由
は
'
す
べ
て
の
科
目
を
時
代
的
に
四
つ
に
等
分
す
る
の
が
不
可
能
な
点
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
た
と
え
ば
､
文
雷
館
の
歴
史

を

1
九

〇
〇
年
で
い
っ
た
ん
ス
ト
ッ
プ
し
て
､
あ
と
か
ら
ま
た
続
け
る
と
い
う
よ
う
な
や
り
方
は
や
や
ば
か
げ
て
い
る
.
そ
れ
よ
り
'
ひ

と
つ
の
分
野
の
歴
史
を
は
じ
め
か
ら
現
在
ま
で
通
し
て
勉
強
し
'
し
か
る
の
ち
に
次
の
分
野
に
移
る
と
い
う
ほ
う
が
'
学
生
に
と
っ
て
も

教
師
に
と
っ
て
も
ず

っ
と
や
り
や
す
い
か
ら
で
あ
る
｡

こ
の
よ
う
な
批
判
点
は
あ
る
が
､

1
九
八

〇
年
の
新
方
針
が
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
に
つ
い
て
､
従
来
に
な
い
新

し
い
考
え
方
を
示
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡
一
九
六

〇
年
代
末
ま
で
は
文
書
館
専
門
職
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
考
え
方
が
教
育
養
成
課

程
の
科
目
や
方
法
に
も
反
映
し
'
中
世
証
書
学
や
史
料
校
訂
技
術
な
ど
の
補
助
科
学
の
占
め
る
比
重
が
相
当
大
き
か
っ
た
｡
こ
の
考
え
方

は
'
十
九
世
紀
や
戦
前
の
文
書
が
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
仕
事
の
主
た
る
対
象
で
あ
る
場
合
に
は
適
切
だ
っ
た
｡
昔
の
プ
ロ
シ
ャ
国
立
文
書
館

が
出
版
し
た
証
書
そ
の
他
の
記
録
規
の
彪
大
な
史
料
集
は
､
歴
史
研
究
素
材
と
し
て
今
日
で
も
確
か
に
た
い
へ
ん
有
効
だ
｡
し
か
し
文
書

館
の
役
割
と
活
動
分
野
が
広
が
る
に
つ
れ
､
新
し
い
技
能
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
新
し
い
技
術
'
新
し
い
タ
イ
プ
の

文
書
館
資
料
､
組
織
や
教
育
普
及
活
動
に
関
わ
る
新
し
い
業
務
､
新
し
い
修
復
保
存
技
法
な
ど
に
直
面
せ
ざ
を
争
え
な
く
な
っ
て
き
た
の

で
あ
る
｡

西
ド
イ
ツ
の
文
書
館
学
校
が
今
後
重
視
し
よ
う
と
し
て
い
る
科
目
を
い
く
つ
か
示
す
と
､
ま
ず
'
文
書
事
務
管
理
に
つ
い
て
の
知
識
が

も

っ
と
必
要
だ
.
現
用
文
書
の
分
頬
や
記
録
管
理
の
問
題
で
あ
る
.
オ
フ
ィ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
に
よ
っ
て
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
電

子
的
な
機
械
可
読
文
書
を
扱
う
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
'
過
去
お
よ
び
現
在
の
情
報
を
未
来
に
伝
え
る
唯

一
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
な
の
だ
｡

次
に
'
記
録
史
料
の
記
述
や
類
別
へ
の
自
動
デ
ー
タ
処
理

(A
D
P
)
シ
ス
テ
ム
の
応
用
の
問
題
が
あ
る
｡
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
そ
の
も
の

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
教
育
と
養
成
を
め
ぐ
る
新
し
い
改

(安
藤
)

石
七



史
料
館
研
究
紀
要

第
二
一
号

一天

の
使
い
方
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
L
t

A
D
P
の
実
習
も
必
要
だ
｡
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
購
入
の
適
否
を
き
め
る
基

準
も
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

そ
れ
か
ら
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
組
織
内
で
占
め
る
で
あ
ろ
う
指
導
的
地
位
を
考
え
る
と
'
組
織
管
理
能
力
も
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
｡

ま
た
'
歴
史
学
や
社
会
学
は
変
化
し
っ
つ
あ
り
新
し
い
方
法
論
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
の
で
'
そ
れ
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
も
大
切
だ
｡

学
問
の
発
展
に
つ
れ
'
利
用
者
の
質
問
も
変
わ
り
､
利
用
者
の
必
要
情
報
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
｡

こ
れ
ま
で
異
質
だ
っ
た
情
報
学
の
各
分
野
が
互
い
に
近
接
し
っ
つ
あ
る
た
め
､
図
書
館
学
や
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
-
ス
ト
の
仕
事
に
つ
い
て

も
'
も
っ
と
学
ぶ
こ
と
が
必
要
だ
｡
少
な
-
と
も
'
他
の
分
野
で
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
法
律
も
そ
れ
に

劣
ら
ず
重
要
だ
｡
い
-
つ
も
の
州
議
会
で
文
書
館
に
関
す
る
新
し
い
法
律
が
可
決
さ
れ
て
い
る
L
t
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
こ
こ
し
ば

ら
-
は
衆
目
を
集
め
続
け
る
だ
ろ
う
｡
文
書
館
関
連
法
制
を
学
ぶ
必
要
性
は
増
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
｡

以
上
の
科
目
は
す
べ
て
重
要
だ
が
'
古
い
伝
統
的
な
科
目
を
犠
牲
に
は
で
き
な
い
｡
が
'
履
修
期
間
は
今
で
さ
え
長
い
｡
つ
ま

り
'

ま

だ
難
し
い
問
題
が
残

っ
て
い
る
の
だ
｡

こ
れ
か
ら
は
'
文
書
館
専
門
職
の
直
面
す
る
課
題
に
対
し
て
全
体
論
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
こ
よ
う
｡
技
術
や

方
法
の
発
展
の
可
能
性
を
さ
ぐ
る
だ
け
で
な
く
､
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
に
影
響
す
る
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
｡

ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
の
考
え
方
の
根
本
的
改
変
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
､
何
年
も
論
じ
ら
れ
て
き
た
.
雑
誌
D
er
A
r
chivar
の
多
く

の
論
文
や
大
学
院
教
育
の
振
興
に
関
す
る
評
論
で
も
､
十
五
年
く
ら
い
前
か
ら
､
し
き
り
に
こ
の
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
｡
今
の
や
り
か

た
で
は
'

一
生
か
か
っ
て
も
学
ん
だ
こ
と
を
十
分
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
わ
れ
な
い
｡
文
書
館
専
門
職
も
'
他
の
情
報
専
門
職

と
同
じ
よ
う
に
大
変
革
の
時
期
に
入
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
｡
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ

っ
て
養
成
課
程
に
今
い
ち
ば
ん
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
'
将
来
困
難
な
事
態
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
時
に
'
独
力
で
自
信
を
も

っ
て
正
し
い
道
を
見

つ
け
だ
す
こ
と
の
で
き
る
ア
-



キ
ビ
ス
ト
を
育
て
る
こ
と
以
外
に
な
い
｡

現
代
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
は
､
専
門
職
と
し
て
の
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
他
の
分
野
'
た
と
え
ば
歴
史
家
や

管
理
者
と
し
て
の
側
面
に
求
め
る
必
要
は
な
い
｡

エ
-
オ

･
ロ
ド
-
I
こ
の
言
糞
を
借
り
れ
ば
'

｢
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
独
立
戦
争
｣
を
戦
わ

な
く
て
ほ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
｡
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
を
め
ざ
す
学
生
は
'
い
ろ
ん
な
分
野
を
学
ん
で
問
題
解
決
能
力
を
身
に
つ
け
､
新

し
い
方
法
を
文
書
館
の
仕
事
に
ど
ん
ど
ん
適
用
で
き
る
だ
け
の
十
分
な
自
信
を
持
つ
必
要
が
あ
る
L
t
ま
た
文
書
館
の
仕
事
を
し
っ
か
り

と
学
び
'
過
去
の
伝
統
の
よ
さ
を
維
持
し
な
が
ら
'
そ
れ
を
新
し
い
も
の
に
作
り
替
え
て
い
-
勇
気
を
自
分
の
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

｡

現

職
の
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
継
続
的
に
定
期
研
修
を
受
け
る
こ
と
も
大
切
だ
｡
新
し
い
技
術
､
活
動
､
方
法
を
新
規
に
取
り
入
れ
る
場
合

や
､
従
来
の
や
り
方
を
新
し
く
改
善
す
る
場
合
だ
け
で
な
-
､
む
か
し
学
ん
だ
知
識
を
-
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
に
も
'
こ
の
よ
う
な
研

修
は
た
い
へ
ん
有
効
だ
｡
研
修
科
目
に
つ
い
て
は
'
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
学
校
よ
り
は
る
か
に
集
中
的
'
実
践
的
に
組
立
て
る
こ
と
が
で

き
る
｡
マ
ー
ル
プ
ル
グ
で
の
経
験
か
ら
は
っ
き
り
言
え
る
こ
と
は
'
現
代
的
要
請
に
対
応
し
た
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
は
､

ま
さ
に
継
続
的
な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
.
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
専
門
職
の
発
展
に
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
'

つ
ま
り
専
門
職
内

部
の
議
論
や
問
題
点
に
率
直
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
'
こ
れ
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
｡
わ
れ
わ
れ
は
'
完
望
な
解
決
策
を
学
生
に
示
す
こ
と

は
で
き
な
い
が
'
彼
ら
が
､
難
問
に
立
ち
む
か
い
自
分
自
身
で
解
決
の
道
を
探
す
だ
け
の
勇
気
を
持
て
る
よ
う
､
こ
れ
か
ら
も
努
力
し
て

い
き

た

い

｡
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ア
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ぐ
る
新
し
い
汝
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『史料館研究紀要』既刊総 目次 (第1号～第20号)

第1号 (昭和43年3月)

近世前期における領国貨幣について -･----････-･

近世後期における-万石大名領陣屋町の経済的機能 -

- 越後国糸魚川町の場合-

十九世紀初頭の町と村

- 糸魚川黒貝騒動の分析を中心に-

藩士知行所の構造

上州における飛脚問屋

- 京屋藤岡店富田永世との関連において-

近世史料分類の現状と基礎的課題 ･--･･･--

第2号 (昭和44年3月)

旗本家法について

｢榎本弥左衛門覚書｣について

宗本榎

枝莱岡鶴

次

子

吉

毒

郎

大 野 瑞 男

鈴 木 毒

大 野 瑞 男

- その紹介と彼の商業活動よりみた近世前期の市場構造の検討-

十八世紀以降の大名金融市場としての堂島 ･-････-････ 鶴 岡 美枝子

- 借銀担保の米切手をめぐって-

天保甲州郡内騒動の諸断面 ･--･--･･--･----･ 藤 村 潤一郎

文部省史料館所蔵生活用具の研究 (-)-･･---･-- 中 村 俊亀智

第3号 (昭和45年3月)

近世における貨幣統一の一側面 ･･-

- 豆州内浦銭貨史料を中心に-

鈴 木 毒

榎 本 宗 次

史
料
館
研
究
紀
要
既
刊
総
目
次

(第

言
7
-
第
二
〇
号
)



幕府御林山における林業生産 -････---

一 伊豆天城炭年季請負製炭について-

甲州における飛脚問屋
史
料
館
研
究
紀
要

第
二

言
う

近世近江地方の魚肥流入事情

浅 井 潤 子

藤 村 潤一郎

鶴 岡 実枝子

一 湖東農村商人の相場帳の紹介 (-)-

文部省史料館所蔵生活用具の研究 (二)･-･-･--･-- 中 村 俊亀智

第4号 (昭和46年3月)

天白詞と甲州依田家 藤 村 潤一郎

元禄末期における幕府財政の一端 ･------･--･ 大 野 瑞 男

- ｢大坂御金蔵金銀納方御勘定帳｣の紹介を兼ねて-

河原田盛美 ･史料ノート ---･-･-･･-･･-----･ 鎌 田 永 富

- 大久保政権の ｢社会的支柱｣に寄せて-

文部省史料館所蔵生活用具の研究 (三)･--･--･-- 中 村 俊亀智

第5号 (昭和47年3月)

近世初期銀貨考

- リチャード･コックス日記を中心に-

近世米穀取引市場としての大津 ･･･---･-

付､湖東農村商人の相場帳の紹介 (二)

江戸六組飛脚屋仲間について ･･------･

幕末期の質屋史料

- 出雲国大原郡大東町大坂屋 ｢質留牒｣-

幕府勘定所勝手方記録の体系 ･･-------

- 幕府財政史料の採型論序説 (その-)-

鋤の諸形態

- や 用ゝ具論的に-

榎 本 宗 次

鶴 岡 実技子

郎

一

潤

陽

相

島

藤

原

大 野 瑞 男

中 村 俊亀智



第6号 (昭和48年3月)

会津藩前期の財政構造

- 半石半永制の再検討-

幕府勘定所勝手方記録の体系 -･----･-=

- 幕府財政史料の類型論序説 (その二)-

江戸六組飛脚屋仲間について (続稿)

潰百姓について

踏み鋤の二系列

- や 用ゝ具論的に-

第7号 (昭和49年3月)

通日雇について

幕府勘定所勝手方記録の体系 --･----･-･

- 幕府財政史料の類型論序説 (その三)-

編み袋の諸形態､用具論的に ---･--･-･･

第8号 (昭和50年9月)

｢奈良茂家｣考

福岡日雇支配 ･大坂通日雇万屋喜平次について- ･- ･･-･

背負梯子の諸形態

第9号 (昭和52年3月)

近世史料の分類 〔遺稿〕

- 第十八回近世史料取扱講習会講義草稿-

金沢港の通日用について ･･--････---･･････.

浅草米蔵について

- ｢浅草米塵旧例｣の紹介-

鶴 岡 実技子

大 野 瑞 男

藤 村 潤一郎

鈴 木 毒

中 村 俊亀智

藤 村 潤一郎

大 野 瑞 男

中 村 俊亀智

子

郎

智

桂

一

亀

実

潤

俊

岡

村

村

鶴

藤

中

史
料
館
研
究
紀
要
既
刊
給
目
次

(第

言
7
-
第
二
〇
号
)

鎌 田 永 吉 三

郎

男

潤

瑞

村

野

藤

大



鯖江領における村落行政の一斑 浅 井 潤 子

史
料
館
研
究
紀
要

第
二
言
ち

- 大庄屋勤役形態をめぐって-

明治十年代における米沢の貸座敷営業史料 ---- -･ 原 島 陽 一

近世中期～幕末維新期における農民層の政治 ･社会･経済認識の

展開に関する一考察 (-)--･- ･-･- --･--････-- 大 藤 修

- 羽州村山郡谷地の場合-

第10号 (昭和53年3月)

甲州道中における商品流通の展開と運輸機構 ･--･･- 安 藤 正 人

一 甲州郡内地方を中心に-

常陸国における太閤検地の実態 ----

享保改革期の米価政策からみた江戸の位置

好

子枝

哲

実

田

岡

山

鶴

- 米会所存廃の顛末-

翻刻 寛政三年五月序

安井宗二 (大伴大江丸) ｢さのふの我｣ ･･-･-･ 藤 村 潤一郎

近世史料の体系化に関する基礎的研究

第11号 (昭和54年3月)

徳島藩裁許所公事落着帳･裁許御目付和帳の基礎的研究

--･--･-----･･ 安 揮 秀 一

近世中期～幕末維新期の農民層の政治･社会･経済認識 (二)

一 羽州村山郡谷地の場合- ･･- ･･･----･････-- 大 藤 修

京飛脚仲間について 付､京飛脚関係史料 -･- ･--･ 藤 村 潤一郎

第12号 (昭和55年9月)

宇和島藩切支丹頬族改 ･宗門人別改.公儀え指上人数故の基礎的研究

･･･････-･･.･････････.･-･･･ 安 揮 秀 一



近世武家屋敷駈込慣行 笠 谷 和比古

近世中期～幕末維新期の農民層の政治 ･社会 ･経済認識 (三)

- 羽州村山郡谷地の場合-

京魚荷飛脚について

第13号 (昭和56年9月)

領知判物 ･朱印状の古文書学的研究 ･･･.

- 寛文印知の政治史的意義 (-)-

筑後蔵空米切手考

大 野 瑞

- 西国大名経済と堂島-

近世甲府の都市構造と役負担------･･-------安 藤

信州上田原町問屋日記にみえる定飛脚について --- 藤 村

男

子

人

郎

正

潤

第14号 (昭和57年9月)

大名留守居組合における互通文書の諸類型 ･････････-･.･笠 谷 和比古

近世史料所在情報体系化試論 ･･-----･----- 山 田 哲 好

冊子型史料の形態表示について ---･-･･--･--- 原 島 陽 一

関東農村の荒廃と尊徳仕法 ･･-･･-･-･･----･-･･-･ 大 倭顔

- 谷田部藩仕法を事例に-

岡田良一郎言論関係文書の紹介 (-)-･---･--- 大 藤 修

翻刻 ･寛政期森侍衛門戸祥編 ｢書札礼｣ (-) -=-･ 藤 村 潤一郎

- 解題編-

故榎本宗次氏の人と業績

第15号 (昭和58年9月)

ブラック･アフリカ諸国における文書館とア-キヴィスト養成課程

･-----･････--･･-･･.･ 安 浮 秀 一
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江戸上下飛脚屋と木原店

天明期江戸両替屋役金一件

史
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研
究
紀
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第
二

一
号

フ■く

岡田良一郎言論関係文書の紹介 (二)

第16号 (昭和59年9月)

史料保存利用施設の国際環境 ----･-･-

- 史料館-文書館学序論のための覚書-

近世地方文書用字考

藤 村 潤一郎

鶴 岡 美枝子

大 藤 修

安 滞 秀 一

浅 井 潤 子

幕末維新期村落女性のライフ･コースの研究 (-)･-- 森 安 彦

- 江戸周辺,武州荏原郡太子堂村の事例-

翻刻 ･飛脚関係摺物史料 (-)･--･･･---･････-･･･-･･ 藤 村 潤一郎

第17号 (昭和60年9月)

近世史料の整理と目録編成の理論と技法 ･--･･- -･- 大 藤 修

- 信州松代八田家 (商家)文書の整理と目録編成を事例に-

<1984年在外研究報告>

史料整理と検索手段作成の理論と技法 -･------ 安 藤 正 人

- 欧米文書館の経験と現状に学ぶ-

幕末維新期村落女性のライフ･コースの研究 (二)･-- 森 安 彦

- 江戸周辺,武州荏原郡太子堂村の事例-

翻刻･飛脚関係摺物史料 (二)

第18号 (昭和61年9月)

主君 ｢押込｣慣行の形成過程 (-)

- 古田騒動と伊達騒動を中心に-

翻刻 ｢懸令雑書｣

真田家役職一覧

藤 村 潤一郎

笠 谷 和比古

藤 村 潤一郎

原 島 陽 一



第19号 (昭和63年3月)

(近世史料論1)

｢御用留｣の性格と内容 (-)

- 武州荏原郡上野毛村 ｢御用留｣の検討-

主君 ｢押込｣慣行の形成過程 (二)

(翻刻･三題)

｢延宝･以来御飛脚筋其他事拍｣

原長右衛門 ｢書法録｣他 一 農家文書の書札-

｢寛保元 ･二年 手板組中日記｣

第20号 (平成元年3月)

佐賀城下竜帳の研究

近世農民の生業と生活

- 信濃国諏訪郡瀬沢村坂本家の場合-

断裁史料の復原補修

- 高島藩宗門帳について-

笠 谷 和比古

藤 村 潤一郎

郎

志

四

尚

本

辺

松

波

原 島 陽 一
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